
資
料
紹
介

『明
治
二
十
七
八
年
戦
役
日
記
』

男
6
0
D
6
曽
『
6
庁
旨
③
⇔
O
ユ
曽
冒

一
ノ
瀬
俊
也

一　
資
料
の
筆
者
・
背
景
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
稿
で
紹
介
す
る
『
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
日
記
』
の
筆
者
は
、
本
文
中
の
記
述

に

よ
る
と
第
二
軍
第
一
師
団
の
食
糧
輸
送
部
隊
・
糧
食
第
二
縦
列
に
所
属
し
て
日
清

戦
争
中
の
一
八
九
四
年
一
〇
月
二
六
日
、
遼
東
半
島
に
上
陸
、
一
貫
し
て
後
方
輸
送

に

従
事
、
占
領
後
の
旅
順
・
大
連
を
見
聞
す
る
な
ど
し
た
後
、
終
戦
と
と
も
に
無
事

帰
国

し
て
い
る
。
日
記
の
末
尾
に
「
丸
木
力
蔵
」
と
の
署
名
が
あ
る
。
確
実
で
は
な

い

が
、
以
後
こ
の
名
を
日
記
の
筆
者
と
見
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
軍
隊
内
で
の
丸
木
の
階
級
・
身
分
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
記
本
文
中
に
「
身

な
り
は
単
へ
の
半
天
同
股
引
」
（
一
八
九
四
年
一
一
月
二
七
日
）
、
「
五
十
銭
の
日
給
取

て
一
円
で
人
を
頼
む
」
（
一
八
九
五
年
一
月
一
日
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
う
し
た
労
働
条
件
を
規
定
さ
れ
て
い
た
軍
夫
と
判
断
さ
れ
る
。
大
谷
正
氏
は
彼
ら

軍
夫
を
日
清
戦
時
に
お
け
る
日
本
軍
の
後
方
支
援
体
制
の
欠
陥
・
前
近
代
的
性
格
の

象
徴
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
軍
夫
は
正
規
の
戦
闘
員
と
し
て
の
資
格
が
疑
わ
し
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
多
数
が
従
軍
し
て
い
た
（
第
一
師
団
の
例
で
い
え
ば
、
総
数
二
四
八

九
〇
名
中
、
八
〇
二
四
名
が
軍
夫
）
。
実
際
の
戦
闘
に
は
従
事
せ
ず
、
後
方
で
厳
し
い

労
働
に

従
事
し
な
が
ら
戦
地
の
状
況
を
見
聞
し
て
い
た
彼
ら
の
体
験
を
そ
の
日
記
か

ら
追
う
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
上
か
ら
の
視
点
に
終
始
し
が
ち
な
戦
争
の
実
相
を
、

別
の
角
度
か
ら
描
き
出
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
丸
木
の

身
元
に
関
し
て
は
、
現
状
で
は
自
宅
が
東
京
市
「
芝
区
桜
田
備
前
町
」

（
一
八
九
五
年
六

月
三
〇
日
）
に
あ
っ
た
こ
と
以
外
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
日
記
を

見

る
と
漢
字
の
知
識
は
豊
富
で
文
章
・
挿
絵
と
も
に
書
き
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と

か

く
「
無
頼
の
徒
」
視
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
軍
夫
で
あ
る
が
、
乾
氏
前
掲
論
文
が
取

り
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
自
由
党
壮
士
が
軍
夫
と
な
っ
て
戦
地
に
赴
い
た
例
も
あ

05＞

多
様
な
階
層
・
教
養
程
度
の
人
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
さ

れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
日
記
は
、
ほ
ぼ
改
行
な
く
日
々
の
出
来
事
が
綴
ら
れ
、
そ
の
間
に
一
・
二
頁
を
費

や

し
た
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、
現
地
の
風
景
に
関
し
て
、
「
其
の
う
つ
く
し
い
事
今
此
本
を
読
人
に
見
せ
た

い

く
ら
い
で
し
た
」
（
一
八
九
五
年
一
月
一
七
日
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
文
章
・
挿
絵
と
も
に
戦
地
で
の
下
書
き
を
帰
国
後
清
書
、
一
冊
の
「
本
」
と
し

て

周
囲
の
者
に
読
ま
せ
る
べ
く
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
日
清
戦
争
中
、
丸
木
の
も
の
と
同
様
に
戦
地
で
書
か
れ
た
「
従
軍
日
記
」
は
多
数
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（
4
）

現
存
す
る
が
、
彼
の
日
記
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
一
部
の
従
軍
日
記
の
よ
う
に

公
刊
市
販
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
従
っ
て
旅
順
そ
の
他
に
お
け
る
無
抵
抗
の
敵
兵
殺

害
の
状
況
、
徴
発
（
1
1
略
奪
）
の
様
子
を
生
々
し
く
描
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
大
谷
氏
は
今
後
の
軍
夫
研
究
の
課
題
と
し
て
「
戦
地
の
住
民
に
対
し
て
は
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
し
ば
加
害
者
と
し
て
登
場
し
た
」
軍
夫
の
実
態
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
丸
木
の
日
記
は
そ
の
有
効
な
資
料
た
り
う
る
。

　
第
二
に
、
多
数
の
挿
絵
に
よ
り
、
あ
く
ま
で
丸
木
の
視
点
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
て

他
の

写
真
・
文
献
資
料
と
の
比
較
が
必
要
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
現
地
の
実
情
を
リ
ア
ル

に

把
握
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
挿
絵
も
全
点
掲
載
し
た
。

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
都
公
文
書
館
に
て
東
京
府
『
明
治
二
十
七
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

戦
役
二
関
ス
ル
東
京
府
兵
事
事
務
始
末
』
お
よ
び
そ
の
元
と
な
っ
た
簿
冊
群
の
調
査

を
、
ま
た
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
で
は
日
清
戦
争
戦
史
資
料
の
調
査
を
行
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
丸
木
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば

新
聞
な
ど
他
の
史
料
も
検
索
す
べ
き
で
あ
る
が
、
時
間
の
都
合
で
果
た
せ
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
た
だ
、
防
衛
庁
に
は
彼
が
所
属
し
て
い
た
第
一
師
団
第
二

糧
食
縦
列
の
陣
中
日
誌
（
『
明
治
二
十
七
八
年
戦
役
　
第
一
師
団
陣
中
日
誌
　
巻
七
』

（千
代
田
資
料
二
七
）
中
に
他
の
連
隊
・
縦
列
の
そ
れ
と
と
も
に
収
録
、
以
後
「
陣
中

日
誌
」
と
略
称
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
日
記
の
内
容
を
比
較
検
証
す
る
こ

と
に
し
た
。
次
節
に
て
逐
次
述
べ
る
と
お
り
、
移
動
や
特
異
な
出
来
事
な
ど
の
日
時
・

内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
丸
木
の
体
験
を
日
記
の
記
述
に
即
し
て
概
観
、
そ
の
特
質
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
最
後
に
な
ぜ
彼
の
日
記
が
書
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
展
望
も
示
す

こ
と
に
し
た
い
。

二
　
日
記
に
み
る
戦
地
の
実
相

丸
木
が
所
属
し
て
い
た
第
一
師
団
第
二
糧
食
縦
列
の
編
成
で
あ
る
が
、
前
掲
『
明

治
二
十
七
八
年
戦
役
　
第
一
師
団
陣
中
日
誌
　
巻
七
』
に
は
第
三
糧
食
縦
列
の
み
、

そ
の
編
成
表
が
収
録
さ
れ
て
お
り
（
第
二
糧
食
縦
列
は
な
し
）
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
人

員
構
成
と
考
え
ら
れ
る
の
で
参
考
と
し
て
掲
げ
る
。
人
員
は
士
官
四
名
（
た
だ
し
う

ち
一
名
は
曹
長
）
、
下
士
一
〇
名
、
兵
卒
二
五
名
、
馬
卒
五
名
、
人
夫
五
二
二
名
、
馬

匹
（
乗
馬
）
一
八
頭
。
縦
列
は
本
部
、
第
一
・
第
二
半
縦
列
に
、
各
半
縦
列
は
四
つ

の

小
隊

に
、
さ
ら
に
各
小
隊
は
三
ま
た
は
二
つ
の
分
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
分
割
さ
れ
る
。

一
個
分
隊
あ
た
り
二
八
～
二
一
名
の
軍
夫
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
糧
食
縦
列
は
一
八
九
四
年
一
〇
月
一
八
日
、
小
樽
丸
に
乗
船
し
て
宇
品
出
港
、

二
二
日
大
同
江
着
船
、
二
六
日
遼
東
半
島
中
部
の
東
岸
・
花
園
河
口
に
上
陸
し
た
。

日
時
場
所
船
名
す
べ
て
「
陣
中
日
誌
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。
た
だ
丸
木
日
記
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「陣
中
日
誌
」
と
で
は
、
一
部
の
宿
営
地
名
な
ど
に
相
違
が
み
ら
れ
、
彼
の
誤
記
・
記

憶
違
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
丸
木
の
所
属
し
て
い
た
小
隊
な
り
分
隊
が
、
本

隊

と
離
れ
て
別
の
場
所
に
宿
営
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
丸
木
は
上
陸
早
々
の
二

八
日
、
「
我
が
家
を
や
ら
れ
泣
き
さ
け
」
ぶ
中
国
人
の
有
様
に
、
「
此
の
難
義
〔
儀
〕

を
し
ら
ぬ
政
府
は
気
の
毒
な
物
な
り
」
と
の
感
慨
を
記
し
て
い
る
。

　
第
二
軍
は
一
一
月
六
日
、
旅
順
防
衛
上
の
要
地
金
州
を
占
領
し
た
が
、
翌
七
日
同

地
に

入
っ

た
丸
木
は
「
清
兵
の
死
体
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
倒
れ
あ
り
、
首
ば
か
り
の
も

あ
り
」
、
「
五
十
前
後
の
支
那
人
二
丈
位
な
男
を
前
に
置
き
倒
れ
あ
り
、
其
の
子
も
ど

こ
を
打
た
れ
る
あ
を
む
き
に
成
り
チ
ン
コ
を
出
し
て
居
る
様
実
な
さ
け
な
く
思
ひ
、

涙
を
目
に
た
め
た
り
、
二
十
才
程
の
娘
が
ど
ふ
し
た
わ
け
か
ま
へ
も
し
だ
ら
な
く
死

に

居

る
も
あ
り
」
（
十
一
月
七
日
、
【
挿
絵
1
5
】
）
と
、
無
抵
抗
の
清
兵
や
民
間
人
が

多
数
殺
傷
さ
れ
た
様
子
を
目
撃
、
絵
に
も
描
い
て
い
る
。
「
敗
軍
国
の
人
民
は
あ
は
れ

な
物
成
り
」
と
い
う
の
が
彼
の
感
想
で
あ
っ
た
。

　

つ
い
で
部
隊

は
南
下
、
旅
順
・
大
連
へ
と
転
戦
し
た
。
旅
順
要
塞
が
陥
落
し
た
の

は
＝
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
後
二
一
～
二
四
日
に
わ
た
っ
て
旅
順
市

街
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
清
兵
・
民
間
人
の
虐
殺
は
「
旅
順
虐
殺
事
件
」
と
し
て
著

　
　
　
（
8
）

名
で
あ
る
が
、
市
街
地
以
外
で
も
無
抵
抗
の
捕
虜
の
殺
害
は
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
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ば
一
一
月
二
一
日
、
旅
順
近
郊
栄
城
子
に
て
「
悪
口
な
す
」
捕
虜
に
「
皆
是
れ
を
に

く
ん
で
近
き
所
よ
り
水
を
く
み
来
た
り
、
あ
た
ま
よ
り
あ
び
せ
る
、
見
る
々
間
に
体

は
紫
色
に
変
じ
氷
死
に
し
た
り
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
翌
二
二
日
、
丸
木
は
「
清
の
敗
兵
成
る
か
身
な
り
の
様
子
で
は
分
か
ら
ね
ど
、
捕

縛

さ
れ
山
景
或
ハ
畑
中
な
ぞ
二
て
首
打
た
る
〉
者
数
知
れ
ず
」
な
ど
と
、
旅
順
市
街

地
及
び

そ
の
近
辺
で
の
破
壊
殺
毅
の
様
相
を
丹
念
に
記
録
し
て
い
る
。
彼
自
身
徴
発

（
日
略
奪
）
に
出
か
け
た
先
の
農
家
に
隠
れ
て
い
た
負
傷
清
兵
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
を
「
多
勢
か
け
き
た
り
メ
チ
ヤ
く
に
切
り
倒
」
し
た
り
、
あ
る
い
は
翌
二
三

日
連
行
し
た
清
兵
を
「
直
様
中
へ
引
入
れ
首
は
ね
た
り
」
な
ど
、
無
抵
抗
の
敵
兵
殺

害
に

直
接
立
ち
会
っ
て
い
る
。

　
軍
夫
自
身
も
虐
殺
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
の
が
、
二
七
日
旅
順
近

郊
双
台
溝
で
の
、
百
人
長
（
軍
夫
中
よ
り
選
抜
さ
れ
た
差
配
役
）
に
よ
る
捕
虜
試
し

切

り
の
記
述
で
あ
る
。
「
百
人
長
の
が
ん
し
よ
く
青
ざ
め
惣
身
ふ
る
へ
」
た
様
子
を

み

た
丸
木
の
感
想
は
、
「
こ
を
い
ふ
人
が
神
経
〔
症
脱
か
〕
を
起
す
元
な
ら
ん
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
相
手
が
現
に
戦
っ
て
い
る
敵
兵
士
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
に

せ

よ
、
先
の
金
州
で
の
「
涙
を
目
に
た
め
た
り
」
と
い
う
人
間
的
な
所
感
に
比
べ
れ

ば
、
ど
こ
か
人
間
の
死
に
対
す
る
感
覚
が
麻
痺
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
軍
夫
自
身
も
劣
悪
な
環
境
下
に
お
か
れ
、
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て

い

た
。
大
陸
の
厳
冬
下
、
「
人
夫
ご
ざ
へ
死
ぬ
者
二
十
名
程
あ
り
」
（
＝
月
二
二

日
、
【
挿
絵
2
0
】
）
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
陣
中
日
誌
」
に
は
同
日
、
「
寒
気
二
劇

シ

ク
人
夫
ノ
凍
死
ス
ル
者
五
名
其
他
途
中
ノ
残
留
者
十
五
名
ア
リ
テ
行
進
頗
ル
困
難

ヲ
極
メ
タ
リ
」
と
あ
る
。
軍
夫
ば
か
り
が
凍
死
し
て
い
る
の
は
、
兵
士
と
異
な
り
十

分

な
防
寒
装
備
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
、
彼
ら
は
「
あ
ま
り
さ
む
さ
の
強
き

ゆ
へ
、
悪
る
い
と
知
り
つ
〉
チ
ヤ
ン
公
の
き
も
の
徴
発
し
て
、
是
れ
き
て
さ
む
さ
を

凌
」
い
だ
。
【
挿
絵
2
4
】
で
百
人
長
・
人
夫
が
着
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
当
初

は
「
寒
さ
を
凌
ぐ
為
め
チ
ヤ
ン
の
明
家
二
行
き
、
衣
類
を
持
来
り
着
て
居
る
の
を
見

ら
レ
罰
を
食
ふ
」
（
一
〇
月
二
八
日
）
者
が
あ
っ
た
が
、
死
者
が
出
る
有
様
に
上
官

も
黙
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
二
月
二
日
に
至
っ
て
よ
う
や
く

冬
服
が
支
給
さ
れ
た
。
「
陣
中
日
誌
」
に
も
同
日
「
防
寒
用
品
ノ
分
配
ヲ
ナ
シ
」
と
あ

る
。

　

丸
木

た
ち
の
部
隊
は
旅
順
を
で
て
北
上
し
、
再
び
金
州
を
通
過
し
て
さ
ら
に
北
方

の
普
蘭
店
へ
向
か
い
、
こ
こ
で
第
二
小
隊
か
ら
第
三
小
隊
に
転
属
、
一
八
九
五
年
の

正
月
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
日
丸
木
は
銭
を
払
っ
て
仲
間
を
使
う
こ
と
に
「
五
十
銭

の

日
給
取
て
一
円
で
人
を
た
の
む
、
随
分
戦
地
は
面
白
ひ
も
の
」
と
の
感
想
を
記
し

て

い

る
。
「
此
頃
は
メ
キ
シ
コ
銀
貨
で
百
五
十
円
ぐ
ら
い
持
て
居
た
」
と
い
う
が
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
大
金
を
、
し
か
も
「
メ
キ
シ
コ
銀
貨
」
で
持
っ
て
い
た
の
か
不
明

で
あ
る
。
略
奪
品
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
丸
木

た
ち
は
さ
ら
に
遼
東
半
島
を
北
上
し
、
蓋
平
城
（
一
月
一
〇
日
占
領
）
、
遼

東
半
島
付
け
根
近
く
の
営
口
（
三
月
七
日
占
領
）
の
戦
い
に
伴
う
物
資
の
運
搬
の
た

め
、
各
所
を
あ
わ
た
だ
し
く
往
復
し
た
。
丸
木
は
こ
の
間
一
月
二
二
日
「
恩
田
上
等

兵

と
い
ふ
人
」
が
清
人
に
通
行
券
を
与
え
た
廉
で
処
罰
さ
れ
た
旨
を
記
し
て
い
る
が
、

二
八
日
の
「
陣
中
日
誌
」
に
は
「
重
禁
固
一
年
六
月
　
上
等
兵
恩
田
杢
三
郎
」
（
罪
名

の

記
載
な
し
）
と
あ
る
。
こ
の
人
物
が
丸
木
の
記
録
し
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。

　
四

月
四
日
、
講
和
条
約
締
結
を
迎
え
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
関
す
る
日
記
の
記
述

は
な
い
。
四
月
一
〇
日
、
兵
士
・
軍
夫
た
ち
は
従
軍
僧
の
講
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
る

（
【挿
絵
5
1
】
）
。
天
皇
の
徳
を
た
た
え
る
僧
の
話
に
、
「
い
や
に
あ
わ
れ
ッ
ぼ
く
や
ら
か

し
た
の
で
、
下
士
官
は
じ
め
兵
卒
人
夫
一
同
此
演
説
に
か
ん
じ
て
す
㌔
り
泣
し
な
い

者

は
な
い
、
此
時
ど
ん
な
強
情
な
者
で
も
ベ
ソ
ぐ
ら
い
か
x
な
い
者
は
な
か
ッ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
兵
卒
・
軍
夫
レ
ベ
ル
の
天
皇
観
、
従
軍
僧
の
戦
地
で
の
役
割
を
考

え
る
上
で
、
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。
翌
一
一
日
、
丸
木
は
歩
兵
第
二
連
隊
第
一
大

隊
第
二
中
隊
付
と
な
っ
て
い
る
。
「
陣
中
日
誌
」
に
も
同
日
、
軍
曹
一
名
、
兵
卒
三

名
、
人
夫
二
三
一
名
、
徒
歩
車
七
七
両
を
歩
兵
第
二
連
隊
に
分
属
さ
せ
た
旨
の
記
述

が

あ
る
。
二
八
日
「
本
隊
と
合
う
」
と
あ
る
が
、
同
日
の
「
陣
中
日
誌
」
に
も
去
る

一
一
日
に
「
分
遣
シ
タ
ル
人
員
車
輌
ト
モ
本
日
帰
隊
ス
」
と
あ
る
。
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丸
木

た
ち
は
そ
の
後
の
五
月
一
八
日
以
降
、
再
び
金
州
へ
戻
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
日
記
前
半
の
凄
惨
な
記
述
と
は
う
っ
て
代
わ
っ
て
中
国
民
衆
生
活
の
観

察
・
描
写
が
主
な
記
事
と
な
る
。
無
柳
を
ま
ぎ
ら
わ
す
意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、

丸
木

は
特
に
感
想
を
述
べ
る
こ
と
な
く
、
民
衆
生
活
の
諸
相
を
丁
寧
に
挿
絵
と
し
て

描
写

し
（
【
挿
絵
3
8
～
5
0
、
5
2
、
5
3
】
な
ど
）
、
道
具
・
食
物
類
に
は
い
ち
い
ち
中
国

語
の
読
み

を
付
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
丁
寧
な
筆
遣
い
は
、
皮
相
な
思
い
こ
み
か

も
し
れ
な
い
が
、
丸
木
の
同
じ
〈
生
活
者
〉
と
し
て
の
な
に
が
し
か
の
親
近
感
、
共

感
の

あ
ら
わ
れ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
が
日
記
の
最
後
に
い
た

る
ま
で
中
国
人
を
「
チ
ヤ
ン
公
」
と
呼
び
、
侮
蔑
感
を
隠
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
留

意

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
。

　
丸
木

は
六
月
一
〇
日
大
連
湾
を
出
港
（
日
記
に
は
「
中
越
丸
」
と
あ
る
が
、
「
陣
中

日
誌
」
に
は
「
越
中
丸
」
と
あ
る
）
、
二
〇
日
門
司
に
着
船
し
た
。
二
一
日
広
島
県
似

島
で
解
雇
の
手
続
き
の
の
ち
、
検
疫
官
に
引
き
渡
さ
れ
（
同
日
付
「
陣
中
日
誌
」
）
二

八
日
広
島
を
出
発
、
三
〇
日
無
事
自
宅
に
到
着
し
て
い
る
。

三
　
な
ぜ
丸
木
日
記
は
書
か
れ
た
の
か

　
丸
木
の

日
記
が
人
に
読
ま
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
は
、
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
「
読
人
に
見
せ
た
い
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
明
白
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
丸
木
は
こ
の
日
記
を
人
に
読
ま
せ
る
た
め
書
い
た
（
描

い

た
）
の
か
。
そ
れ
は
第
一
に
は
自
ら
の
特
異
な
体
験
を
皆
に
知
ら
せ
た
い
と
い
う

衝
動
ゆ
え
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
理
由
を
知
る
手
が
か
り
と
な

る
よ
う
に
思
う
の
が
、
日
記
末
尾
の
「
日
清
戦
役
日
本
軍
死
亡
者
は
、
有
栖
川
宮
殿

下
及
北
白
川
宮
殿
下
始
め
、
其
の
数
実
に
一
万
五
百
四
十
七
人
の
多
き
に
達
し
、
若

し
是
に
軍
夫
を
加
ふ
れ
バ
其
数
又
数
千
人
ま
さ
ん
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

推
測
に

過
ぎ
な
い
が
、
門
司
で
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
際
の
「
自
分
が
ひ
と
り
で
い

く
さ
を
し
て
か
い
ッ
て
き
て
皆
ん
な
に
ほ
め
ら
れ
た
よ
ふ
な
気
が
し
て
嬉
し
く
ッ
て

た
ま
ら
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
自
身
が
国
運
を
賭
し

た
大
戦
争
、
歴
史
の
画
期
に
立
ち
会
い
、
か
つ
そ
の
勝
利
に
貢
献
し
得
た
こ
と
を
誇

る
気
持
ち
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
筆
者
が
こ
だ
わ
る
の
は
、
大
谷
正
氏
の
「
軍
人
と
軍
夫
の
戦
場
体
験

が

日
本
の
対
外
観
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
っ
た
の

　　
　か

」
と
い
う
問
題
提
起
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
解
明
の
た

め

に

は
、
ま
ず
は
彼
ら
軍
夫
が
帰
郷
後
何
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
か
、
そ
の
内
容
を

知

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
人
に
読
ま
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
」
丸
木
の

日
記
は
そ
の
一
助
た
り
う
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
「
随
分
戦
地
は
面
白
ひ
」
と
い
う

所
感

や
、
戦
争
の
勝
利
に
貢
献
し
得
た
こ
と
を
誇
る
気
持
ち
が
語
ら
れ
る
一
方
、
戦

地
の
過
酷
な
労
働
の
有
様
や
凄
惨
な
捕
虜
殺
害
の
状
況
、
中
国
民
衆
生
活
へ
の
な
に

が

し
か
の
親
近
感
・
共
感
め
い
た
も
の
な
ど
、
戦
地
体
験
が
多
面
的
に
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
丸
木
の
以
後
の
生
涯
を
追
求
し
て
他
の

兵

士
、
軍
夫
の
事
例
と
比
較
検
討
し
、
彼
ら
の
語
り
の
中
か
ら
、
何
が
い
か
な
る
経

緯

を
経
て
「
日
本
の
対
外
観
」
に
影
響
を
あ
た
え
、
何
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
の

か
解
明

し
て
い
く
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
従
軍

日
記
を
素
材
と
し
た
従
軍
者
た
ち
の
意
識
・
行
動
の
研
究
は
近
年
よ
う
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

緒
に

つ

い
た

ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
資
料
の
発
掘
と
研
究
の
進
展
が
待
た

れ

る
が
、
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
二
〇
〇
一
年
一
月
、
一
ノ
瀬
が
古
書
店
よ
り
入
手
。
和
綴
。
全
一
六
四
頁
、
挿
絵
六
七
点
。

（
2
）
　
日
清
戦
争
時
の
軍
夫
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
し
て
は
、
乾
照
夫
「
軍
夫
と
な
っ
た
自

　
由
党
壮
士
」
（
『
地
方
史
研
究
』
一
七
七
、
　
九
八
二
年
六
月
）
、
北
原
糸
子
「
都
市
東
京
と
軍
夫
」

　
（
大
谷
正
・
原
田
敬
一
編
『
日
清
戦
争
の
社
会
史
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
A
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）
、

　
大
谷
正
「
日
清
戦
争
時
の
「
軍
夫
」
関
係
資
料
調
査
旅
行
の
記
録
（
上
）
（
下
ご
（
『
専
修
大
学

　
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』
一
四
七
・
一
四
八
、
一
九
九
二
年
五
・
六
月
）
、
同
「
「
文
明
戦
争
」

　
と
そ
の
矛
盾
」
（
石
村
修
ほ
か
編
『
い
ま
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
』
国
際
書
院
、
一
九
九
三
年
、
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所
収
）
、
同
「
「
文
明
戦
争
」
と
軍
夫
」
（
前
掲
『
日
清
戦
争
の
社
会
史
』
所
収
）
が
あ
る
。
う
ち

　
　
軍
夫
の
雇
用
条
件
に
関
し
て
は
北
原
氏
論
文
一
七
〇
～
　
七
三
頁
を
参
照
。

（
3
）
乾
氏
前
掲
論
文
は
東
京
府
、
神
奈
川
県
下
な
ど
の
自
由
党
壮
士
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
膨
湖

　
　
島
占
領
作
戦
に
参
加
し
た
軍
夫
集
団
「
玉
組
」
の
動
向
を
検
証
し
て
い
る
。
な
お
、
「
玉
組
」
参

　
　
加
者
名
簿
（
『
日
野
市
史
史
料
集
・
近
代
二
』
所
収
）
を
検
索
し
て
み
た
が
、
丸
木
の
名
は
見
い

　
　
だ
せ
な
か
っ
た
。

（
4
）
新
井
勝
紘
「
従
軍
日
記
に
見
る
兵
士
像
と
戦
争
の
記
憶
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
人

　
　
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
3
　
戦
い
と
民
衆
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
、
そ
の
一
覧
が
掲

　
　
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
軍
夫
の
日
記
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
鈴
木
今
治
（
第
二
師
団

　
　
所
属
）
『
日
清
戦
争
従
軍
日
誌
』
『
征
台
従
軍
日
記
』
（
い
ず
れ
も
『
山
形
市
史
編
集
資
料
』
二

　
　
七
、
一
九
七
二
年
に
所
収
）
、
植
松
小
三
郎
（
第
四
師
団
所
属
？
）
『
征
清
軍
随
行
日
記
』
（
岡
部

　
　
牧
夫
氏
が
『
創
文
』
一
〇
六
～
九
号
に
全
文
翻
刻
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
丸
木
と
は
所
属
師

　
　
団
が
異
な
り
、
服
務
・
見
聞
し
た
地
域
も
異
な
る
。
鈴
木
『
日
清
戦
争
従
軍
日
誌
』
は
一
八
九

　
　
五
年
一
月
二
二
日
、
山
東
省
に
上
陸
し
て
か
ら
同
年
七
月
ま
で
、
日
々
の
労
働
内
容
を
箇
条
書

　
　
き
し
た
も
の
で
、
戦
地
の
様
相
・
所
感
を
示
す
記
事
は
あ
ま
り
な
い
。
ま
た
植
松
は
、
講
和
条

　
　
約
の
締
結
後
に
な
っ
て
遼
東
半
島
占
領
を
担
当
し
た
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
も
の
で
、
戦
場
と

　
　
し
て
の
現
地
の
様
相
を
記
録
し
た
も
の
で
な
い
。
そ
の
他
未
活
字
化
の
も
の
に
角
田
平
太
郎

　
　
『
日
清
戦
争
従
軍
日
記
』
（
福
島
県
立
図
書
館
蔵
）
が
あ
り
、
一
ノ
瀬
は
未
見
だ
が
、
角
田
は
鈴

　
　
木
と
同
じ
第
二
師
団
所
属
の
軍
夫
で
あ
る
。

（
5
）
　
前
掲
「
「
文
明
戦
争
」
と
軍
夫
」
二
二
四
頁
。

（
6
）
　
北
原
氏
前
掲
「
都
市
東
京
と
軍
夫
」
↓
五
九
・
一
六
〇
頁
に
、
そ
の
↓
覧
が
あ
る
。

（
7
）
　
例
え
ば
丸
木
日
記
で
は
一
〇
月
二
九
日
花
園
港
を
出
発
後
、
そ
の
夜
「
サ
カ
ン
河
」
で
路
営

　
　
し
た
と
あ
る
が
、
「
陣
中
日
誌
」
で
は
同
日
「
粛
家
墜
子
二
着
シ
露
営
」
と
あ
る
。

（
8
）
旅
順
虐
殺
事
件
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
、
大
谷
正
「
旅
順
虐
殺
事
件
の
一
考
察
」
（
『
専
修

　
　
法
学
論
集
』
四
五
、
一
九
八
七
年
）
、
井
上
晴
樹
『
旅
順
虐
殺
事
件
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五

　

年
）
が
あ
る
が
、
同
書
で
も
こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
兵
士
の
日
記
に
多
大
の
関
心
を
払
っ
て
い

　
　
る
。

（
9
）
　
大
谷
氏
前
掲
「
文
明
戦
争
」
と
軍
夫
」
二
二
四
頁
。

（
1
0
）
　
新
井
氏
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
最
近
松
崎
稔
「
兵
士
の
日
清
戦
争
体
験
ー
東
京
府
多
摩
地
域
を

　
　
事
例
に
ー
」
、
加
藤
聖
文
「
あ
る
「
国
民
」
兵
士
の
誕
生
－
陸
軍
看
護
手
近
藤
近
太
郎
の
従
軍
日

　
　
記
が
語
る
も
の
ー
」
（
い
ず
れ
も
桧
山
幸
夫
編
『
近
代
日
本
の
形
成
と
日
清
戦
争
ー
戦
争
の
社

　

会
史
』
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収
）
と
い
っ
た
個
別
の
地
域
・
人
物
に
向
き
あ
っ
た

　

研
究
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

【凡
例
】

一
、

文
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
検
索
の
便
を
は
か
る
た
め
月
日
の
み
太
字

で
表
示
し
た
。
ル
ビ
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
。

二
、
誤
字
脱
字
な
ど
は
可
能
な
限
り
〔
〕
内
に
補
い
、
地
名
な
ど
固
有
名
詞
に
関

し
て
は
、
「
陣
中
日
誌
」
を
参
照
し
た
。
口
は
判
読
不
能
の
文
字
。

三
、
読
点
は
、
す
べ
て
一
ノ
瀬
が
挿
入
し
た
。

四
、
文
中
に
【
挿
絵
…
】
と
あ
る
の
は
、
基
本
的
に
そ
こ
で
頁
が
か
わ
っ
て
挿
絵
の

頁

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（表
表
紙
）

明
治

二
十
七
八
年
戦
役
日
記

（縦
二
四
五
㎜
・
横
一
六
九
m
）

【本
文
】

第
一
師
団
第
二
糧
食
縦
列
第
二
小
隊
付
二
て
、
明
治
二
十
七
年
九
月
廿
八
日
午
前
四

　
　
　
　
　
　
〔
整
〕

時
青
山
練
兵
場
制
列
、
同
八
時
出
発
、
新
橋
よ
り
汽
車
広
島
え
向
け
出
発
、
途
中
神

　
　
　
　
　
　
　
〔
楠
力
〕

戸
二
て
下
車
、
南
公
社
前
二
て
休
止
又
々
神
戸
発
車
、
兵
庫
備
前
備
後
す
ぎ
同
月
三

十
日
広
島
二
着
、
天
満
町
四
百
十
八
番
地
白
米
商
並
二
湯
や
吉
田
寅
蔵
方
へ
止
宿
、

東
京
よ
り
広
島
ま
で
三
百
十
一
里
の
由
、
十
月
十
一
日
運
動
の
た
め
市
中
遠
足
、
同

月
十
八
日
午
前
十
時
天
満
町
出
発
宇
品
港
へ
行
く
、
波
止
場
よ
り
沖
を
見
は
た
せ
ば

軍
艦
始

め
運
送
船
は
多
数
、
皆
黒
煙
を
上
げ
て
勇
ま
し
く
、
小
蒸
気
船
は
其
間
ひ
だ

を
走
り
廻
り
、
は
し
け
船
ハ
本
船
へ
あ
ま
た
通
ひ
居
り
、
我
ら
一
同
小
樽
丸
に
乗
り

　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
帆
〕

込
午
後
三
十
分
宇
品
出
般
、
十
九
日
午
前
四
時
三
十
分
頃
豊
前
門
司
港
に
着
、
同
九
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〔
小
〕

時
三
十
分
同
港
出
港
、
朝
鮮
海
を
通
り
児
島
ハ
諸
々
に
見
ゆ
、
二
十
日
船
中
正
〔
午

脱
〕
十
二
時
頃
よ
り
四
方
陸
地
見
ず
、
船
夫
ハ
な
い
し
よ
で
酒
味
か
ん
ラ
ム
ネ
す
る

め

水
菓
子
売
に
来
る
、
値
ハ
三
わ
り
四
わ
り
高
し
、
我
れ
ハ
此
小
樽
丸
乗
込
み
コ
ッ

　
　
　
　
　
〔
安
力
〕

ク
ニ
て
元
心
案
き
人
居
合
、
洋
食
く
ず
折
々
も
ら
い
き
た
れ
ば
我
れ
か
ち
分
捕
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

候
、
尤
其
の
筈
【
挿
絵
1
・
2
】
昼
食
が
牛
に
牛
房
と
云
へ
ば
お
つ
な
れ
ど
、
牛
は

ニ

ツ
か
三
ツ
夜
ハ
干
じ
や
こ
位
ひ
、
夫
も
少
々
、
中
に
ハ
そ
ろ
く
鉢
巻
を
し
た
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

も
勢
ひ
よ
け
れ
ど
、
か
な
だ
ら
い
借
り
て
小
間
物
見
世
の
仕
度
、
寝
た
ぎ
り
起
き
ら

れ
ぬ
人

も
あ
り
、
馬
に
さ
へ
は
な
を
た
ら
し
食
に
付
か
ぬ
も
あ
り
、
日
々
用
も
な
く

食
事
を
待
つ
の
み
、
花
が
る
た
し
て
お
目
玉
頂
戴
す
る
も
有
り
、
呑
水
は
日
に
二
度

水
槽
へ
番
人
が
付
き
お
そ
く
行
け
ば
も
ら
へ
ず
、
飯
を
焚
二
わ
米
を
ハ
か
ね
の
箱
二

入
れ
て

む

し
焚
に
す
る
、
飯
は
ゴ
ソ
く
し
て
を
ま
け
に
石
炭
く
さ
い
、
二
十
一
日

　
　
　
　
　
〔
鳳
巳
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
こ
う
　
　
　
　
ふ
り
そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

の

ひ

る
前
付
族
海
軍
水
兵
信
号
旗
を
振
損
じ
、
夫
か
為
に
大
隊
長
始
め
医
官
各
士
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
め
と
　
　
　
　
　
こ
と
ば

の

前
に
て
司
令
官
よ
り
き
び
し
く
責
問
は
れ
、
言
ハ
か
へ
せ
ず
其
の
ま
x
我
が
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ

立
帰

り
、
直
ぐ
さ
ま
六
連
発
銃
二
て
自
殺
を
な
す
、
交
代
時
間
来
り
室
を
あ
け
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
く
せ
ん

【挿
絵

3
～
6
】
驚
き
、
隊
長
に
通
じ
検
視
を
受
、
二
十
二
日
大
同
江
へ
着
船
、
水

　
　
し
た
い
　
　
　
　
　
　
り
く
　
　
　
　
　
　
ま
い
そ
う
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
け
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
れ
い
　
　
そ
そ
う

兵
の
死
体

は
早
々
陸
へ
上
げ
埋
葬
す
、
跡
に
て
咄
し
を
聞
ば
隊
長
の
号
令
に
麓
相
も

　
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　
　
　
　
　
　
か

有
り
と
い
ふ
、
何
は
共
あ
れ
彼
の
水
兵
わ
気
の
毒
二
て
有
り
、
夜
は
各
軍
艦
二
十
二

　
　
　
　
　
う
ん
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
　
　
　
　
　
あ
か

隻
三
十
隻
の
運
送
船
を
内
に
囲
み
夜
を
明
す
、
廿
三
日
廿
四
日
同
江
、
二
十
五
日
午

　
　
　
ぐ
ん
か
ん
　
　
そ
を
う
ん
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
そ
ふ
　
　
　
　
だ
い
だ
う
こ
う
　
　
〔
帆
‥
〕

後
一
時
軍
艦
二
隻
運
送
船
三
十
二
隻
二
て
大
同
江
出
般
、
二
十
六
日
午
前
五
時
清
国

か

ゑ

ん

か

こ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
て
い
は
く
せ
ん

花
園
河
港
〔
花
園
河
口
〕
に
着
、
麦
に
綻
泊
船
軍
艦
西
京
丸
始
め
八
隻
運
送
船
三
十

　
　
　
　
　
　
　
か
え
ん
こ
う
　
　
し
よ
う
り
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ザ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
を
と

二
隻
、
午
後
二
時
花
園
港
に
上
陸
、
多
人
数
の
事
故
其
の
混
雑
一
方
な
ら
ず
、
取
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
そ
う
ご
ん
ざ
つ
　
　
き
わ
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
や

し
物
あ
れ
ど
取
か
へ
す
事
な
ら
ず
、
夜
に
入
ッ
て
一
層
混
雑
を
極
め
た
り
、
暗
夜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
ば
　
　
ま
き
　
　
　
　
　
を
り

事
故
荷
物

を
海
へ
落
す
も
有
り
、
中
に
乗
馬
を
巻
上
げ
る
折
あ
や
ま
つ
て
海
中
へ
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　

し
　
　

そ
れ
　
　
　
　
　
ふ
ね
す
〔
く
〕

し
、
是
を
助
け
ん
と
て
中
一
二
人
馬
も
ろ
共
に
死
す
、
夫
に
は
し
け
舟
少
け
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
う
し
よ
き
ん
し
う
し
な
り

二
十
七
日
二
十
八
日
と
も
三
日
間
に
て
揚
げ
き
れ
ず
、
当
所
よ
り
金
州
ま
で
支
那
里

て
い程

九
十
里
の

由
、
此
土
地
の
作
物
は
大
豆
唐
も
ろ
こ
し
が
多
く
人
家
は
所
々
に
あ
る

の

み
、
井
戸
の
少
く
な
き
に
へ
い
こ
ふ
、
一
村
七
八
間
も
あ
り
又
四
五
間
の
所
も
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
ず

り
、
此
村
中
二
て
井
戸
一
個
の
所
を
x
く
あ
り
、
海
岸
よ
り
上
が
れ
ば
ど
こ
も
防
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
た

〔坊
主
〕
や
ま
、
弾
薬
の
置
き
場
で
木
の
け
が
す
く
な
い
と
い
ふ
し
や
れ
で
、
豚
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
ま
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ハ

ち
ら
こ
ち
ら
に
走
り
廻
る
、
竹
く
い
を
打
チ
是
へ
縄
を
張
り
あ
る
は
唐
も
ろ
こ
し
の

か

ら
　
　

く
べ
つ
　
　
　

た
い
じ
ゆ
ん
　
　
　
　
　
　
　
た
き
も
の
て
ふ
は
つ

穀
二
て
区
別
を
付
、
隊
順
を
き
め
是
か
ら
焚
物
徴
発
と
出
か
け
、
焚
物
は
申
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
　
　
　
　
　
た
き

無
く
ぶ
た
鳥
な
ど
取
来
り
、
ブ
リ
キ
明
〔
空
〕
鐘
二
て
煮
ル
も
あ
り
焼
も
あ
り
、
焚

　
　
　
　
　
　
　
じ
う
れ
つ
　
　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
ん

出
し
は
四
斗
釜
に
て
縦
列
だ
け
焚
二
も
、
十
個
ぐ
ら
ひ
入
る
事
ゆ
へ
其
の
水
に
困
難

　
　
　
の
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
い
け
　
　
　
　
　
こ
こ

な
り
、
野
陣
の
所
よ
り
五
丁
程
も
は
な
れ
し
山
間
二
て
清
水
の
留
池
あ
り
、
麦
に
四

　
〔
軒
〕
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
さ
い
は
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
た
い
　
ふ
ん
ば
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
ん
く
せ
ん

五
間
の
農
家
有
り
、
是
幸
ひ
に
此
所
よ
り
諸
隊
へ
分
配
す
、
諸
隊
の
兵
士
は
順
々
先

と
う
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
う
れ
つ
ぐ
ん
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
　
　
　
　
ね
た
パ
に
も
つ
　
　
ば
ん

頭

よ
り
繰
り
い
だ
す
、
縦
列
軍
夫
ハ
其
あ
い
だ
食
ち
や
寝
只
荷
物
の
番
を
す
る
の
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
や
ま
　
　
に
ん
げ
ん

其
外

な
い
し
よ
で
一
六
勝
負
、
麦
》
一
面
野
山
に
人
間
の
か
た
ま
り
あ
ち
ら
に
も
こ

　
　
　
　
た
き
び
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
よ
ふ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
　
　
た
し
よ
　
　
　
　
で

ち
ら
に
も
焚
火
を
な
し
、
一
様
な
体
り
に
て
あ
れ
ば
少
し
他
所
へ
い
出
れ
ば
、
我
が

　
　
か
へ
　
　
　
　
み
を
ぼ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
し
れ
か
た
　
　
　
　
そ
れ
ゆ
へ
　
　
　
　
よ
を
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
の

隊
へ
帰
る
事
見
覚
へ
無
く
れ
ば
知
難
し
、
夫
故
各
々
用
意
有
る
者
は
布
或
は
手
拭
な

　
　
　
　
た
い
こ
う
　
　
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
た
て
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
じ
う

ど
へ
我
が
隊
号
を
印
し
に
し
て
さ
ほ
の
先
に
つ
け
立
置
く
も
有
り
、
紙
の
ぼ
り
満
中

か

さ
　
し
る
し
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
〔
帆
〕
　
　
　
　
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
さ
み
え
ん
ぴ
つ

笠
の

印
も
有
り
、
我
は
又
広
島
出
般
の
前
日
入
用
物
買
あ
る
き
小
刀
ナ
イ
フ
鋏
鉛
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
よ

手
帳
其
外
扇
子
ゲ
ド
ウ
の
面
、
此
ゲ
ド
ウ
が
大
い
に
役
に
立
チ
、
最
初
は
舟
の
中
二

　
ば
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
ん
こ
う

て

馬
鹿
お
ど
り
に
も
ち
い
、
花
園
港
へ
上
が
り
て
此
隊
の
目
じ
る
し
に
つ
か
う
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
け
い
　
　
　
　
　
　
　
い
そ
し
よ
く

等
わ
か
り
よ
き
目
印
な
り
、
花
園
港
は
風
景
の
よ
き
所
二
て
海
岸
に
磯
諸
々
に
い
で

ゑ絵
に

有

る
如
く
な
り
、
髪
々
よ
り
十
丁
程
は
な
れ
漁
師
町
あ
り
、
女
子
供
は
立
の
き

皆
男
ば
か
り
、
中
に
か
は
い
さ
ふ
な
の
ハ
六
十
ぐ
ら
い
な
爺
々
病
気
二
て
伏
し
居
り
、

　
　
　
　
　
た
び

兵
士
が
行
く
度
ご
と
に
そ
ば
に
い
る
婆
ア
さ
ん
手
を
合
せ
頭
を
さ
げ
、
涙
を
こ
ぼ
し

　
　
　
　
　
ぐ
べ
ん
ほ
う
く

泣

き
な
が
ら
日
本
人
好
々
と
い
〉
、
命
ば
か
り
ハ
助
け
て
く
れ
と
い
は
ぬ
ば
か
り
、

其
の
有
様
の

あ
は
れ
さ
中
二
は
我
が
家
を
や
ら
れ
泣
き
さ
け
び
、
日
本
人
を
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん

と
悪
口
の
如
き
言
を
吐
き
気
違
の
如
く
、
夫
も
其
の
は
つ
金
持
は
よ
け
れ
ど
貧
ぼ
う

人
ハ
親
族
ハ
な
し
立
の
く
所
は
な
し
、
家
は
焼
か
れ
畑
は
荒
ら
さ
れ
立
ツ
目
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
儀
〕

気
違
に

成

も
尤
な
り
、
此
の
難
義
を
し
ら
ぬ
政
府
は
気
の
毒
な
物
な
り
、
【
挿
絵
7
】

左
に

図
し
た
る
ハ
大
豆
を
取
上
げ
積
み
揚
げ
所
、
此
大
豆
を
か
こ
う
ニ
ハ
四
間
四
方

ぐ
ら
い
に
地
へ
く
い
を
打
ち
、
【
挿
絵
8
】
ア
ン
ペ
ラ
ご
ざ
を
巻
き
是
い
豆
を
一
ッ
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ぽ

い
に

入

れ
、
其
の
上
を
又
巻
い
て
一
ッ
ぽ
い
つ
め
る
段
々
に
高
く
成
る
、
し
ま
い

ニ

ハ
三
丈
余
二
也
、
一
番
上
に
家
根
を
こ
し
ら
へ
か
こ
い
置
く
、
此
一
ツ
の
か
こ
い

の
石
数

を
聞
き
【
挿
絵
9
・
1
0
】
も
ら
し
た
る
が
何
し
ろ
此
金
高
は
よ
ほ
ど
の
物
な

ら
ん
、
炊
事
掛
り
も
な
が
く
ほ
ね
の
を
れ
る
、
夜
の
九
時
十
時
に
成
ッ
て
も
夕
食
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
げ

廻
ら
ぬ
隊
も
有
、
十
月
月
末
に
一
枚
の
半
天
股
引
、
寒
国
の
事
故
さ
む
さ
も
激
し
く

日
本
の
十
二
月
頃
な
り
、
此
寒
さ
を
凌
く
為
め
チ
ヤ
ン
の
明
家
二
行
き
、
衣
類
を
持

来
り
着
て
居
る
の
を
見
ら
レ
罰
を
食
ふ
有
、
十
月
二
十
九
日
午
後
一
時
花
園
港
出
発
、

　
　
か
ぜ
は
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
り
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
ち
や
く

此
日
風
烈
し
く
さ
む
さ
強
く
、
日
本
里
程
三
里
ほ
ど
行
き
サ
カ
ン
河
に
着
、
焚
火
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

て

も
ろ
こ
し
か
ら
を
き
て
夜
を
明
す
、
三
十
日
午
前
六
時
サ
カ
ン
河
出
発
、
午
後
七

　
　
　
を
パ
か
て
ん
　
　
　
　

う
　
ひ
　
し
か
う
し
か
　
　
　
ろ
え
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
あ
か

時
頃
地
名
王
家
店
を
通
り
、
貌
子
窩
浮
子
家
二
て
路
営
、
三
十
一
日
浮
子
家
よ
り
王
家

て
ん
ま
て
か
へ
　
　
　
う
え
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

な
か

店
迄
帰

る
、
路
営
、
十
一
月
一
日
又
々
浮
子
家
二
行
く
、
此
地
は
な
か
く
田
舎
に

　
　
　
を
ほ

ハ
家
の

多
き
所
也
、
海
岸
二
て
漁
師
の
内
二
宿
る
、
此
夜
上
陸
の
兵
並
軍
夫
あ
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
ハ

上
陸

す
、
二
日
同
所
、
自
宅
よ
り
手
紙
届
く
、
浮
子
家
二
て
三
日
天
長
節
、
御
酒
賜

る
、
大
隊
本
部
へ
行
き
食
物
こ
し
ら
い
二
て
い
そ
が
し
く
、
四
日
是
よ
り
人
家
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
　
　
そ
れ
ゆ
へ
し
よ
く
じ

山
間
二
入
り
、
五
日
ハ
前
日
よ
り
夜
通
し
山
中
を
走
る
、
夫
故
食
事
こ
し
ら
へ
出
来

　
　
　
　
　
な
が
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
い
か
が
い

ず
、
道
明
寺
を
流
水
に
し
た
し
食
い
な
が
ら
行
く
、
地
名
伊
加
外
に
路
営
、
六
日
地
名

　
　
　
だ
い
し
　
　
　
　
し
や
え
い
　
　
　
　
　
き
ん
し
う
じ
よ
う
ら
く
じ
よ
う

三
十
里
台
子
二
て
舎
営
、
此
日
金
州
城
落
城
二
付
夜
の
二
時
出
発
、
七
日
我
ら
金
州

　
　
　
　
　
　
ぶ
ん
ど
り

北
門
よ
り
入
る
、
分
捕
の
品
は
大
砲
小
銃
弾
薬
色
々
な
る
旗
多
く
有
り
、
城
内
は
家
々

　
　
　
　
　
　
と
を
り
す
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
　
か
こ
み

つ

ら
な
り
外
村
ハ
通
線
に
三
町
程
家
が
な
ら
ぶ
の
み
、
裏
ハ
皆
畑
け
ば
か
り
城
の
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き

八
丈
余
二
て
あ
つ
み
は
六
尺
余
も
あ
り
、
此
壁
上
を
大
砲
引
き
あ
る
く
、
城
門
は
第

一
の

戸
び
ら
鉄
板
を
打
け
ん
こ
な
り
、
内
ハ
日
本
の
見
付
の
舛
方
の
如
く
で
円
型
を

な
し
又
第
二
の
門
あ
り
、
是
を
入
れ
ば
両
側
家
な
ら
び
商
人
も
あ
り
職
人
あ
り
、
二

丁
程
行

と
四
ツ
辻
右
は
西
門
通
り
左
は
東
門
通
り
、
ま
す
ぐ
に
ゆ
け
ば
南
門
な
り
、

此
四
ツ

辻
に

中
門
あ
り
、
此
中
門
は
日
本
の
寺
院
の
山
門
の
如
く
赤
く
ぬ
り
、
此
二

階
に
は
雷
神
太
子
様
の
よ
ふ
な
の
と
童
子
居
な
ら
び
、
は
し
の
方
に
雷
神
風
の
神
の

如

き
木
像
立
ち
な
ら
び
、
是
は
ど
こ
の
門
に
も
有
る
様
子
、
道
路
ニ
ハ
清
兵
の
死
体

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
倒
れ
あ
り
、
首
ば
か
り
の
も
あ
り
疵
を
受
て
半
生
の
も
あ
り
、
南

門
ぎ
ハ
殊
に
道
悪
し
く
水
は
ガ
バ
く
た
ま
り
荷
車
は
の
べ
つ
に
通
る
、
其
の
度
に

は
ね
る
、
南
門
外
へ
い
で
る
と
石
橋
、
麦
に
破
裂
弾
に
当
た
り
し
ハ
五
十
前
後
の
支

那
人
二
丈
位
い
な
男
を
前
に
置
き
倒
れ
居
り
、
其
の
子
も
ど
こ
を
打
た
れ
る
あ
を
む

き
に
成
り
チ
ン
コ
を
出
し
て
居
る
様
実
な
さ
け
な
く
思
ひ
、
涙
を
目
に
た
め
た
り
、

二
十
才
程
の
娘
が
ど
ふ
し
た
わ
け
か
ま
へ
も
し
だ
ら
な
く
死
に
居
も
あ
り
、
実
に
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
か
て
ん

軍
国
の
人
民
は
あ
は
れ
な
物
成
り
【
挿
絵
H
～
1
6
】
宿
九
日
亮
甲
店
出
発
、
劉
家
店

　
　
　
り
よ
う
こ
う
て
ん

二
行

く
亮
甲
店
二
帰
る
、
十
日
亮
甲
店
出
発
、
劉
家
店
を
通
り
金
州
城
を
東
門
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
れ
ん
は
ん

南
門
へ
ぬ
け
午
後
六
時
大
連
湾
に
着
、
十
一
日
大
連
湾
出
発
、
亮
甲
店
に
帰
る
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
は
つ

二
日
亮
甲
店
出
発
、
劉
家
店
を
す
ぎ
金
州
城
て
ま
い
農
家
に
宿
、
此
夜
徴
発
の
鳥
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ち
う
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な
　
き
へ
い
た
い
り
う
か
て
ん
へ
い
た
ん
し
れ
い
ぶ
　
　
　
を

し
こ
た
ま
煮
て
ば
く
つ
く
最
中
、
九
時
頃
支
那
騎
兵
隊
劉
家
店
兵
姑
司
令
部
に
押
し

き
た
　
　
　
　
　
　
　
じ
う
れ
つ
い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い
う

来
る
、
我
が
縦
列
急
ぎ
金
州
へ
行
く
、
其
の
内
我
兵
士
来
て
追
打
つ
、
此
日
自
宅
よ

　
　
　
と
シ

り
手
紙
届
く
、
十
三
日
金
州
城
南
門
外
に
舎
営
、
十
四
日
大
連
湾
へ
行
く
、
鶴
見
亀

　
　
　
　
　
ふ
さ
ん
　
　
の
り
こ
み
　
　
　
　
　
く
し
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

吉
殿
兄
二
て
釜
山
丸
乗
込
中
成
る
串
田
徳
次
殿
に
面
会
す
、
此
時
何
と
な
く
な
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
さ
　
　
た
ん
や
く
は
れ
つ
　
　
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
よ
う
　
　
　
か
ほ
　
　
く
ろ
こ
げ

し
く
思
ひ
た
り
、
麦
に
弾
薬
破
裂
の
為
に
我
が
兵
士
多
く
負
傷
す
、
顔
は
黒
焦
に
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
ぶ
し
よ
う
ゆ
だ
る

は
は
れ
ふ
さ
が
り
、
手
足
指
な
ど
さ
け
は
れ
、
面
部
醤
油
樽
の
様
ふ
に
は
れ
た
者
も

　
　
　
　
　
や
せ
ん

有
り
、
皆
々
野
戦
病
院
に
送
ら
る
、
大
連
湾
は
砲
台
の
す
て
き
な
の
は
有
れ
ど
、
市

　
　
ま
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
じ
よ

中
は
誠
二
き
た
な
く
家
々
は
ち
い
さ
く
古
く
、
あ
ま
り
繁
昌
な
所
と
は
思
は
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　
こ
シ
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
れ
ん
ハ
ン
ほ
う
だ
い
こ
う
な
い
　
　
　
　
つ
め
し
よ
ま
い
ど
を
　
　
　
　
し
き

【挿
絵
1
7
・
1
8
】
麦
に
絵
が
き
し
は
大
連
湾
砲
台
構
内
上
官
詰
所
前
通
り
に
敷
つ
め
た

　
　
こ
い
し
　
も
つ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う
ロ

る
ワ
小
石
を
持
て
赤
石
黒
石
白
又
は
鼠
色
な
ど
取
ま
ぜ
、
上
に
あ
る
図
如
く
通
路
に

し
き
つ
め
あ
り
、
な
か
く
め
ん
ど
ふ
成
る
仕
事
な
り
、
砲
台
を
造
る
に
も
植
屋
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
暇
〕

い

り
そ
ふ
な
り
、
此
敷
石
の
図
は
残
ら
ず
か
く
に
は
し
ま
が
と
れ
る
故
、
品
形
半
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
ジ
ヤ
ト
ン

し
る
し
置
く
、
十
五
日
自
宅
よ
り
手
紙
届
く
、
此
日
柳
樹
屯
に
行
き
舎
営
、
南
三
十
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
復
〕

墜
ま
て
往
服
路
営
、
十
六
日
柳
樹
屯
よ
り
南
三
十
里
倦
え
往
服
、
十
七
日
往
服
、
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ン
カ
ク
チ
ン
ボ
ウ

日
南
関
嶺
二
て
路
営
、
十
九
日
前
革
鎮
径
え
行
き
路
営
、
廿
日
双
台
溝
二
て
路
営
、

廿
一
日
ハ
進
み
て
栄
城
子
二
行
、
髪
に
清
兵
の
生
取
り
有
り
、
敵
の
様
子
を
尋
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ほ
し
ら
べ

実

を
云
は
ず
、
彼
を
柳
の
木
に
く
x
し
付
け
猶
調
た
る
に
か
ヘ
ッ
て
悪
口
な
す
、
【
挿

絵

1
9
】
皆
是
れ
を
に
く
ん
で
近
き
所
よ
り
水
を
く
み
来
た
り
、
あ
た
ま
よ
り
あ
び
せ

127



国立歴史民俗博物館研究報告

　　　第97集2002年3月

る
、
十
一
月
の
末
寒
風
は
げ
し
く
、
跡
よ
り
追
々
来
る
兵
士
此
噺
し
を
聞
我
も
く

と
水
を
掛
る
、
見
る
々
間
に
体
は
紫
色
に
変
じ
氷
死
に
し
た
り
、
此
夜
は
大
風
雨
な

れ
共
寒

さ
猶
つ
よ
く
、
焚
火
は
所
々
に
は
じ
ま
る
、
此
の
火
が
縦
列
本
部
の
馬
小
屋

の

屋
根
に

付
い
た
さ
ア
た
ま
ら
【
挿
絵
2
0
】
な
い
、
た
ち
ま
ち
広
が
ッ
た
る
小
屋
よ

り
物
置
二
う
つ
り
馬
一
頭
焼
死
ぬ
、
此
夜
は
火
消
し
と
寝
ど
こ
の
な
く
て
夜
を
あ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
頭
〕

す
、
廿
二
日
水
師
営
方
面
に
大
砲
小
銃
を
び
た
ゴ
し
く
聞
こ
ゆ
る
、
先
と
ふ
ハ
つ
か

へ
た
の
で
土
城
子
に
休
止
、
少
し
間
が
有
る
か
ら
薩
摩
芋
の
徴
発
と
出
か
け
た
、
農

家
へ
は
い
り
そ
こ
に
穴
蔵
が
あ
ッ
た
、
其
の
穴
蔵
に
つ
み
上
け
た
【
挿
絵
2
1
・
2
2
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
　
　
　
　
　
　
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

芋
が
沢
山
あ
り
、
四
五
名
二
て
取
に
入
り
始
の
内
ハ
薄
く
ら
き
ゆ
へ
気
も
付
か
ず
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ぺ
い
　
　
ふ
し
ゃ
う
し
ゃ

り
し
が
、
何
や
ら
う
な
り
聞
の
す
る
故
き
が
付
見
れ
ば
清
兵
の
負
傷
者
成
り
、
皆
々

を
と
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

驚
き
穴
よ
り
飛
い
だ
し
我
が
兵
士
を
呼
び
た
つ
れ
ば
、
以
前
の
清
兵
穴
の
中
よ
り
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
を

び

い
だ

し
に
げ
よ
ふ
と
す
る
所
へ
多
勢
か
け
き
た
り
メ
チ
ヤ
く
に
切
り
倒
し
た
り
、

そ
　
　
　
ま
　
　
ま
い
　
　
　
　
こ
う
れ
い
　
　
　
　
り
よ
じ
ん
こ
う
　
　
す
す
　
　
ゆ
　
　
　
み
ち
　
　
う
ち
じ
に
　
　
も
の
り
よ
う
へ
ん
　
　
う
ち

其
の

間
に
前
へ
の
号
令
二
て
旅
順
港
へ
進
み
行
く
、
路
に
打
死
の
者
両
辺
に
打
た
を

　
い
へ
　
　
　
　
　
　
　
や
け
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
ば
ぶ
た

れ
家
は
所
々
に
焼
跡
有
り
、
馬
の
半
や
け
あ
り
騙
馬
豚
な
ど
そ
こ
ら
に
さ
ま
よ
い
、

　
　
　
ぶ
ん
ビ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
は
い
へ
い
　
　
　
　
　
　
み

兵
士

は
分
捕
の
ラ
ク
ダ
馬
に
荷
物
付
て
来
る
も
あ
り
、
又
ハ
清
の
敗
兵
成
る
か
身
な

　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ば
く
　
　
　
　
や
ま
か
げ
あ
る
い
　
　
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
う

り
の
様
子
で
は
分
か
ら
ね
ど
、
捕
縛
さ
れ
山
景
或
ハ
畑
中
な
ぞ
二
て
首
打
た
る
x
者

か
つ
　

　

　

　

　

　

　

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
　
　
　
　
　
ぱ
あ

数

し
れ
ず
、
殊
に
あ
わ
れ
二
思
い
し
は
婆
さ
ん
二
十
九
く
ら
い
な
娘
と
子
供
と
廿
三

　
　
　
つ
き
そ
　
　
　
　
に
も
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
と
ら

四
の

男
付
添
い
、
荷
物
を
天
び
ん
に
か
つ
ぎ
来
た
る
を
我
が
兵
士
是
を
捕
へ
其
の
男

を
つ
れ
行
く
、
娘
婆
さ
ん
共
泣
き
さ
け
ぶ
、
哀
れ
な
る
ハ
其
の
男
ど
こ
へ
つ
れ
ゆ
か

　
　
　
さ
だ
　
　
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
じ
ゆ
ん
　
　
　
れ
ん
ぺ
い
ば
し
や
て
き
ば
な
ら
び
　
　
へ
い
え
い
　
　
　
　
　
こ
こ

れ

し
か
定
め
し
殺
さ
れ
た
る
べ
し
、
旅
順
二
は
練
兵
場
射
的
場
並
二
兵
営
有
り
、
麦

　
　
て
ん
と
　
　
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
た
い

に

も
天
幕
を
帳
所
々
に
焚
火
の
跡
、
山
々
二
は
砲
台
三
十
余
ヶ
所
見
へ
、
な
か
く

た
に
ん
ず
い
　

よ
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
や
う
か
わ
　
　
　
　
　
　
ふ
る
　
い
へ
ま

多
人
数
居
た
様
子
成
り
、
夫
よ
り
進
み
ゆ
け
ば
両
側
二
ち
い
さ
き
古
き
家
間
ば
ら
に

　
　
　
す
ご
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
し
ゃ
う

あ
り
、
少
し
先
へ
行
け
ば
一
寸
し
た
家
も
中
ニ
ハ
あ
り
、
質
商
か
古
着
屋
成
る
か
、

　
　
　
を
く
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
　
　
と
り
ち
ら

店

よ
り
奥
の
間
ま
で
上
中
下
の
し
や
ベ
ツ
な
く
古
衣
物
一
面
に
取
散
し
あ
り
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
く
　
　
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な
し
ん

と
な
り
へ
ゆ
き
、
内
に
入
て
思
は
ず
奥
の
室
を
見
れ
ば
支
那
人
二
人
切
ら
れ
居
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
ん

あ
わ
て
x
飛
出
し
筋
向
い
の
油
荒
物
商
、
此
家
二
は
三
十
前
後
の
女
只
一
り
蒲
団
を

　
　
　
　
　
よ
　
か
〉
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
　
　
と
　
　
　
〔
昨
〕
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
さ
ん

前
い
に
か
け
寄
り
掛
り
い
る
ゆ
へ
、
尋
ね
問
へ
ば
作
夜
此
さ
ハ
ぎ
に
出
産
仕
し
、
家

　
　
〔
者
〕
　
と
う
そ
う
　
　
　
　
　
こ
う
さ
　
　
　
　
　
き
た
く
　
　
　
　
　
そ
れ
ゆ
へ
さ
ん
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

内
の
物
は
逃
走
せ
し
か
殺
れ
し
や
帰
宅
せ
ず
、
夫
故
産
婦
一
人
に
げ
を
く
れ
し
者
成

　
　
あ
と
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
り

り
、
跡
二
て
聞
け
ば
日
本
の
医
官
き
た
り
手
あ
て
を
し
薬
を
あ
た
へ
し
と
ゆ
ふ
、
此

　
　
し
ゆ
く
は
い
ひ
ん
ど
う
ぐ
　
　
ど
ま

家
も
種
々
売
品
道
具
な
ど
土
間
へ
な
げ
ち
ら
し
、
其
上
を
ふ
み
つ
ぶ
し
出
入
り
す

　
　
な
　
　
　
　
　
　
あ
し
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
あ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
が
い

る
、
何
に
や
ら
足
元
の
ぶ
く
く
す
る
ゆ
へ
持
上
ゲ
て
見
れ
ば
男
の
死
骸
、
又
も
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
さ
　
を
と
ろ
く

家
を
飛
出
し
、
今
度
は
左
り
横
町
へ
ま
が
り
裏
通
り
へ
で
た
る
所
、
愛
は
驚
の
外
な

　
　
し
　
な
　
　
　
　
し
た
ロ
い
　

し
、
支
那
人
の
死
体
二
人
三
人
あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら
に
も
一
番
多
き
か
た
ま
り
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ふ
つ
や
　
　
　
よ

十
名
の
余
二
て
、
亦
々
通
り
へ
い
で
ゆ
け
ば
乾
物
屋
の
様
ふ
成
る
家
に
十
文
銭
差
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ

た

ば
の
ま
x
積
み
重
ね
、
あ
た
り
は
銭
を
ま
い
た
如
く
、
百
円
札
な
れ
ば
拾
う
人
も

を
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ

多
け
れ
ど
十
文
銭
で
は
ひ
ろ
ッ
た
処
で
三
十
銭
か
四
十
銭
、
夫
も
か
さ
ば
る
故
じ
き

　
み
つ
け
　
　
　
　
ば
つ

に

見
付

ら
れ
罰
を
食
ふ
が
せ
き
の
山
、
是
よ
り
先
へ
ゆ
け
ば
海
軍
屋
敷
税
務
所
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
で
　
　
　
　
　
り
う
か
ら
し
し
　
　
　
　
　
ほ
り
　
　
　

も
の

館
内
は
立
ッ
ぱ
な
物
、
家
の
の
き
下
腕
木
な
と
に
竜
唐
獅
々
花
鳥
な
ど
堀
〔
彫
〕
物

こ
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ろ
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

五
色
の

い

ろ
取
、
日
本
で
申
さ
ば
社
の
如
く
、
麦
よ
り
海
岸
へ
い
で
れ
ば
日
本
船
佐

く
ら
　
　
　
　
　
　
　
う
み
べ
　
　
よ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ろ
　
　
ハ
た
　
　
こ
め
た
ハ
ら

倉
丸
来

り
、
海
辺
へ
横
付
に
し
て
船
よ
り
さ
ん
ば
し
を
道
路
に
渡
し
米
俵
を
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
に
ん
そ
く
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
べ
ん
り
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ

し
を
と
せ
ば
人
足
是
れ
を
か
つ
ぎ
倉
へ
は
こ
ぶ
、
誠
に
便
利
な
も
の
、
夫
は
よ
け
れ

　
て
き
　
　
　
を
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
な
ん
き
ん
ま
い

ど
敵
の
置
き
去
つ
た
る
南
京
米
、
か
ま
す
の
ま
x
何
十
俵
と
も
知
れ
ず
取
ち
ら
し
、

　
　
　
ふ
く
ろ
　
　
　
　
　
み
ち
ハ
る
　
　
　
　
　
〔
敷
〕
　
　
　
　
　
よ

中
に
ハ
袋
や
ぶ
れ
路
悪
の
中
へ
し
ひ
た
る
様
ふ
成
り
、
夫
よ
り
海
の
端
を
右
ま
わ
り

　
　
り
よ
じ
ゆ
ん
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
こ
シ
　
　
　
　
　
ほ
ど

し
て
旅
順
街
に
行
け
ば
、
麦
は
三
丁
程
の
町
二
て
一
寸
し
た
商
人
も
有
り
、
前
後
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
フ
ら

は

木
戸
あ
り
、
此
町
の
裏
通
り
は
西
海
岸
二
て
海
中
に
は
小
島
、
麦
に
砲
台
見
ゆ
、

き
し
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
そ
う
　
　
を
り
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
せ
ん

岸
辺
に

小
船
商
船

あ
り
、
前
日
敗
走
の
折
こ
〉
よ
り
本
船
に
う
つ
ら
ん
と
し
て
海
中

　
を
ち
い
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
わ
か
へ
い
を
い
う
ち

二
落
入

る
者
、
は
し
け
船
な
く
し
て
お
よ
ぐ
者
、
あ
は
て
ま
と
ふ
中
我
兵
追
打
し
て

て
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
　

し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

敵

を
さ
ん
ぐ
に
な
や
ま
す
、
其
の
折
の
敵
の
死
体
水
の
中
に
う
か
み
背
を
い
だ
し
、

又

は
し
り
を
出
し
ブ
ク
ぐ
浮
き
あ
る
さ
ま
は
、
遠
く
見
れ
ば
海
水
浴
の
あ
り
様
な

　
　
　
そ
う
た
い
こ
う
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
か
ん
た
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
俄
〕
　
　
　
　
さ
む

り
、
此
日
双
台
溝
へ
帰
る
大
雨
、
寒
暖
計
廿
五
六
度
に
ハ
か
の
寒
さ
ゆ
へ
、
人
夫
こ
ゴ

　
し
　
　
も
の
　
　
　
　
　
ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ら
ん
　
　
　
　
　
て
き
じ
ん
　
　
　
　
　
こ
ん
な
ん

へ
死
ぬ
者
二
十
名
程
あ
り
、
又
我
が
兵
士
戦
乱
の
さ
い
敵
陣
に
入
り
困
難
し
て
よ
う

　
　
ほ
ん
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
た
い
こ
う
　
　
　
　
　
ざ
ん
ぺ
い
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
き

く
本
隊
に
か
へ
る
、
双
台
溝
二
て
も
残
兵
の
切
ら
る
〉
物
〔
者
〕
多
く
有
り
、
廿

　
　
　
　
　
て
き
へ
い
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
う
　
　
　
　
　

り
よ
う
と
う
は
ん
と
ふ

三
日
此
日
も
敵
兵
数
人
つ
れ
来
り
、
松
山
畑
中
に
て
首
打
た
る
x
、
此
遼
東
半
島
ハ

　
　
　
　
　
じ
や
り
を
シ
　

と
ち
　
　
　
　
　
　
　

し
よ
く
り
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

ど
こ
も
小
石
砂
利
多
き
土
地
二
て
、
日
々
の
食
料
青
物
ハ
我
が
家
の
ほ
と
り
に
作
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よ
　
　
か
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
こ
こ

り
あ
り
、
他
人
に
と
ら
れ
ぬ
様
ふ
囲
ひ
を
此
畑
よ
り
い
で
し
石
二
て
造
る
成
り
、
麦

　
れ
　
　
　
　
　
し
ん
べ
い

へ
例
ひ

の
清
兵
三
名
つ
れ
来
り
、
二
人
は
石
が
こ
い
の
内
に
入
り
し
が
、
今
一
人
年

　
　
　
　
な

か

さ
の
者
何
ん
と
い
ッ
て
も
聞
き
入
ず
、
た
ゴ
も
く
ね
ん
と
立
ち
居
る
の
み
、
あ
ま

り
の
事
故
う
し
ろ
よ
り
靴
二
て
足
を
け
た
れ
ば
、
前
へ
二
足
三
足
出
た
る
と
思
ふ
う

　
　
　
　
　
　
　
か
ど
　
　
か
し
ら
　
　
ハ
　
　
な
が
ら
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

ち
、
石
が
こ
い
の
角
に
頭
を
我
れ
乍
打
つ
け
た
れ
ど
、
眼
く
ら
み
う
ち
た
を
れ
た
る

　
　
　
　
す
く
さ
ま
な
か
　
　
　
　
　
　
　
く
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
か
た
つ
け

ば
か
り
、
直
様
中
へ
引
入
れ
首
は
ね
た
り
、
廿
四
日
旅
順
口
へ
死
ぶ
と
方
付
に
行
く
、

　
　
　
　
　
　
　
し
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
し
ゆ
ん
か
い
　
　
か
ん
け
き
し
よ

前
日
の
支
那
人
の
死
骸
山
へ
穴
を
掘
り
皆
々
う
づ
め
る
、
此
の
旅
順
街
の
観
戯
所
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
よ
ほ

本
の
芝
居
小
屋
成

り
、
軍
人
の
催
し
二
て
支
那
人
男
女
の
芝
居
有
り
、
内
に
入
り
て

　
　
　
き
よ
う
げ
ん
　
　
す
じ
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
だ
い
か
く
ら

見
れ

ば
狂
言
の
線
は
元
よ
り
詞
も
わ
か
ら
ず
、
ま
る
で
日
本
の
神
代
神
楽
の
如
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
へ
い
き
う

同
日
双
台
溝
二
か
へ
る
、
廿
五
日
当
地
仮
病
院
二
兵
士
並
二
人
夫
有
り
し
が
残
兵
急

　
し
う
ら
い

二
襲
来

し
、
身
方
手
う
す
故
二
四
十
名
程
う
た
る
〉
、
廿
六
日
廿
七
日
同
所
、
残
兵

　
と
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ

を
捕
へ
来
り
斬
殺
す
る
に
あ
た
り
、
係
り
の
人
よ
り
百
人
長
に
ド
ウ
ダ
斬
て
み
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
さ
い
し
よ
き
り
か
た
　
　
　
〔
教
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
は

と
い
は
れ
、
物
は
為
し
だ
や
ッ
て
見
う
と
先
最
初
斬
形
を
を
し
へ
ら
れ
、
夫
か
ら
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
　
　
　
　
な
は
　
　
　
も

付

を
引
き
き
た
り
、
ひ
と
り
後
ろ
に
縄
を
持
つ
、
チ
ヤ
ン
公
は
ハ
ア
ヨ
く
と
泣
き

　
　
　
よ
ふ
い
　
　
　
　
　
　
　
か
た
な
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ひ
き
り

居

り
、
用
意
よ
き
ゆ
へ
刀
抜
き
は
な
せ
ば
チ
ヤ
ン
公
に
げ
か
x
る
間
に
首
切
を
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
顔
色
〕
　
　
　
そ
う
し
ん

た
り
、
其
の
時
の
百
人
長
の
が
ん
し
よ
く
青
ざ
め
惣
身
ふ
る
へ
、
只
ぼ
ふ
ぜ
ん
ツ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
ろ
　
　
　
よ
ふ
す
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
る

立

ッ
た
さ
ま
血
刀
さ
げ
た
る
ふ
う
何
ん
と
な
く
驚
い
た
様
子
、
気
し
よ
く
の
悪
そ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
つ
　
　
　
そ
　
　
　
　
わ
れ

な
あ
ん
ば
い
、
そ
ば
に
見
て
居
た
人
が
君
ど
ふ
し
た
と
い
わ
れ
て
心
付
く
、
其
の
時
我

を
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
け
い
　
を
ツ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

思
ふ

に
、
こ
を
い
ふ
人
が
神
経
を
起
す
元
な
ら
ん
、
此
日
亦
々
旅
順
ロ
へ
行
く
、
路
二

　
　
　
　
　
な
が
　
　
　
　
さ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
　
　
と
り

チ
ヨ
ロ
＜
流
れ
の
沢
あ
り
、
此
中
に
牛
の
革
を
は
ぎ
肉
を
取
か
け
あ
り
、
是
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
き

め
た
と
ナ
イ
フ
を
出
し
、
し
こ
玉
肉
を
取
ッ
て
居
る
間
二
皆
先
へ
い
ッ
て
し
ま
い
、

あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
て
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
く

跡
か
ら
あ
わ
て
x
追
か
け
た
ら
や
ッ
と
の
事
で
い
き
付
い
た
が
、
隊
長
二
大
目
玉
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
　
　
と
り
　
　
　
　
ず
い
ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
は
　
　
さ
む
　
　
　
　
は
げ

ら
ッ
て
あ
げ
く
の
は
て
ハ
肉
の
取
上
げ
随
分
気
の
き
か
ぬ
咄
し
、
茂
早
や
寒
さ
も
烈

　
　
み
　
　
　
　
　
　
し
と
　
　
　
　
　
　
　
を
な
し
く
も
も
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
し

し
く
身
な
り
は
単
へ
の
半
天
同
股
引
、
あ
ま
り
さ
む
さ
の
強
き
ゆ
へ
、
悪
る
い
と
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ふ
は
つ
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
を
も

り
つ
〉
チ
ヤ
ン
公
の
き
も
の
徴
発
し
て
、
是
れ
き
て
さ
む
さ
を
凌
ぐ
、
思
い
く
に
き

　
〔
風
俗
〕
よ
ほ
ど

た
ふ
う
そ
く
余
程
妙
て
こ
な
ふ
う
成
り
、
【
挿
絵
2
3
～
2
5
】
廿
八
日
旅
順
口
出
発
、

　
　
　
　
か
ん
た
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
び
　
　
〔
草
鮭
〕

此
日
大
雨
寒
暖
計
廿
八
度
、
足
袋
ハ
ら
じ
わ
切
れ
る
、
を
ま
け
に
畑
中
を
車
を
引
事

　
　
う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
　
　
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
を

ゆ
へ
動
か
ば
こ
そ
、
又
蒲
ぎ
の
者
腹
の
す
い
た
る
人
な
ど
多
く
路
辺
に
倒
れ
、
中
に

　
ご
を
り
し
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き

ハ
氷

死
す

る
者
あ
り
、
是
れ
ま
で
四
斗
釜
二
て
小
隊
ご
と
に
焚
し
が
赤
金
の
釜
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゑ
ん
こ
う
し
や
う
り
く

め
し
の
こ
げ
付
キ
多
く
、
花
園
港
上
陸
い
ら
い
十
月
の
廿
六
日
よ
り
十
一
月
の
廿
六

七

日
頃
二
て
此
釜
も
そ
こ
ぬ
け
、
夫
が
為
に
此
雨
中
に
く
る
し
む
、
着
衣
は
び
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ

ぬ

れ
、
其
の
ま
x
米
と
ぎ
釜
を
尋
ね
あ
る
き
、
半
釜
二
て
二
斗
焚
ぐ
ら
い
の
釜
に
て

分
隊

ご
と
に
め
し
を
焚
く
、
夜
の
事
故
足
元
は
く
ら
し
米
を
と
ぐ
に
も
井
戸
ハ
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ハ

ず
、
い
そ
い
で
其
の
井
戸
へ
を
つ
る
も
有
り
、
落
る
も
道
利
井
戸
側
無
き
ゆ
へ
、
此

　
　
さ
こ
う
と
ん
し
や
え
い

地
名
左
溝
屯
舎
営
、
廿
九
日
左
溝
屯
出
発
、
旅
順
金
州
間
二
て
南
三
十
里
璽
二
舎
営
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
か
と
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
し
よ
く
　
　
つ

三
十
日
金
州
城
近
村
に
て
馬
家
屯
舎
営
、
十
二
月
一
日
金
州
城
二
て
糧
食
を
積
み
、

　
ま
て

今
迄
は

山
又
ハ
畑
け
ば
か
り
あ
る
き
、
た
ま
く
人
家
あ
れ
ば
明
家
も
此
頃
の
金
州

へ

は
支
那
人
の
立
ち
帰
る
者
ぼ
つ
く
あ
り
、
久
し
ぶ
り
二
て
あ
づ
き
が
有
る
ゆ
へ

さ
と
う
　
　
か
ツ
　
　
　
ゆ

砂
糖
を
買
て
湯
で
あ
づ
き
で
も
こ
し
ら
へ
て
や
ッ
つ
け
よ
を
と
思
い
、
砂
糖
も
十
銭

ぐ
ら
い
で
は
一
ト
な
め
し
き
や
無
い
か
ら
大
ま
い
五
十
銭
ふ
ん
ば
つ
し
て
買
い
に
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び

つ

て
、
夫
か
ら
支
那
の
洗
湯
も
初
め
て
だ
か
ら
飛
こ
ん
で
見
た
、
中
の
様
子
は
日
本

　
　
　
　
　
ち
が
　
　
　
　
　
　
〔
着
〕

と
た
い
し
た
違
い
ハ
な
い
が
き
物
ハ
は
い
ッ
た
所
に
ぬ
ぎ
ぱ
な
し
、
あ
た
り
の
き
た

な
い
の
は
あ
た
り
ま
い
、
女
湯
ハ
な
し
男
湯
ば
か
り
、
湯
銭
ハ
ニ
り
ん
で
も
三
り
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い

で

も
取
り
、
湯
か
ら
揚
ッ
て
銭
を
払
つ
た
処
へ
く
る
と
湯
や
の
チ
ヤ
ン
公
台
を
前
に

　
　
　
　
　
　
こ
し
　
　
　
〔
急
須
〕

置

き
、
い
す
に
腰
か
け
き
う
す
か
ら
き
た
な
い
茶
碗
へ
茶
を
く
ん
で
出
す
、
呑
み
か

け
て
出
て
ゆ
く
、
其
の
呑
み
か
け
の
茶
を
ま
た
き
う
す
へ
あ
け
て
次
の
客
に
又
だ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び
　
　
　
　
　
を
ひ

知

ら
ず
に
又
呑
、
是
か
ら
湯
や
を
飛
だ
し
、
追
々
荷
物
の
有
る
所
え
あ
つ
ま
り
来
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ば
い
き
げ
ん

前
に

砂
糖

を
買
に
や
ッ
た
者
今
か
く
と
待
つ
程
に
一
ッ
盃
機
嫌
で
立
ち
帰
る
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と

ふ

し
た
有
ッ
た
か
、
イ
や
兄
き
す
ま
ね
へ
が
銭
を
ど
こ
へ
か
落
し
て
し
ま
ッ
た
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
　
　
　
　
　
　
か
し

い
に

く
お
れ
も
持
合
せ
が
ね
へ
か
ら
少
し
の
内
貸
て
く
ん
ね
へ
、
な
け
な
し
の
銭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き

と
さ
れ
て
け
ん
か
し
て
も
つ
ま
ら
ず
、
其
の
内
出
発
の
号
令
、
泣
つ
ら
し
な
が
ら
車

　
　
い
だ

引
き
出
し
け
る
、
夜
に
入
て
地
名
北
四
十
里
墾
二
付
く
、
麦
へ
支
那
人
と
う
ふ
を
売
に

き
た
る
、
買
ッ
て
生
豆
腐
に
味
噌
を
付
て
食
ふ
、
同
地
舎
営
、
【
挿
絵
2
6
】
十
一
一
月

　
　
　
ふ
ゆ
ふ
く
　
　
し
き
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ツ
か
え
き

二
日
朝
冬
服
と
引
換
、
三
日
四
十
里
墜
出
発
、
北
三
十
里
墾
を
通
り
地
名
石
河
駅
二
休

129
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と
う
ろ
　
　
し
ん
ぺ
い
　
　
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ふ
り
ん
ぼ
を

足
、
是
よ
り
先
き
道
路
に
清
兵
の
死
体
所
々
に
有
り
、
地
名
長
林
房
〔
径
〕
二
舎
営
、

　
　
　
し
や
え
い
だ
い
と
こ
ろ
め
ば
し
か
め
あ

四
日
此
舎
営
し
た
家
の
台
所
に
目
張
り
の
仕
た
瓶
有
り
、
此
ふ
た
を
明
け
れ
ば
中
よ

　
し
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は

り
塩
か
ら
の
に
ほ
い
が
す
る
故
取
り
出
し
見
れ
ば
、
海
老
か
に
し
や
こ
な
ど
皮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

ま
x
塩
づ
け
に
し
て
有
り
、
其
の
う
ま
相
ふ
な
に
ほ
い
ゆ
へ
少
し
づ
〉
や
ッ
て
見
た

と
こ
ろ
あ
　
　

か

は
　

し
か
た
　
　
つ
ゆ

所
、
中
々
味
じ
は
い
x
が
今
い
ふ
皮
の
あ
る
の
で
仕
方
が
な
い
か
ら
か
ん
で
露
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
じ

ッ
ち
や
ア
ほ
き
だ
し
く
、
し
ま
い
に
ハ
ロ
の
中
ハ
火
事
の
様
ふ
に
か
ッ
か
と
ほ
て

　
　
　
　
　
そ
　
　
　
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
い

ッ
て
き
た
、
其
の
筈
し
や
こ
か
に
の
鎧
で
つ
ツ
い
た
の
で
湯
茶
が
し
み
て
イ
ヤ
ハ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
べ

よ
わ
ッ
た
、
夫
か
ら
此
近
所
の
家
の
ぞ
と
が
こ
い
の
壁
に
福
と
い
ふ
字
が
出
て
あ
ッ

た
、
支
那
と
い
ふ
所
ハ
た
い
そ
う
福
と
い
ふ
字
が
す
き
で
、
ど
こ
の
内
に
も
紙
に
か

　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ら
ん
て
ん

い
て

帳
ッ
て
有
、
【
挿
絵
2
7
】
五
日
長
林
房
出
発
、
地
名
普
閑
店
二
着
し
舎
営
、
又
々

残
兵
殺

さ
る
x
、
六
七
八
九
日
同
所
、
十
日
二
小
隊
よ
り
三
小
隊
九
分
隊
に
替
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ツ
か
え
き
　
　
　
を
パ
ふ
く

十
一
日
よ
り
十
四
日
同
所
、
十
五
日
同
所
よ
り
石
河
駅
ま
で
往
復
、
十
六
日
十
七
日

同
所
、
十
八
日
石
河
へ
往
復
、
十
九
廿
日
同
所
、
廿
一
日
石
河
へ
往
復
、
夫
よ
り
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
き
さ
い

一
連
隊
本
部
へ
ゆ
く
、
此
日
軍
旗
祭
、
水
島
勇
吉
へ
手
紙
を
出
す
、
廿
三
日
石
河
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
め
し
　
　
う
け
と
り

行

き
舎
営
、
廿
四
日
北
三
十
里
径
に
行
き
て
勝
飯
を
受
取
、
石
河
駅
に
も
ど
る
、
勝

飯

を
置
き
す
ぐ
三
十
里
墜
二
行
き
、
夜
に
い
ッ
て
舎
営
に
付
、
廿
五
日
三
十
里
墨
出

　
　
　
　
　
　
　
ふ
ら
ん
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ざ
い
　
　
　
　
　
　
　
せ
ツ
か

発
、
石
河
を
通
り
普
関
店
舎
営
、
廿
六
日
同
所
滞
在
、
廿
七
日
石
河
へ
往
復
、
廿
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
ま
き
た
ば
こ

日
普
閑
店
二
て
酒
並
び
に
紙
巻
煙
草
四
十
本
ツ
〉
も
ら
う
、
廿
九
日
石
河
へ
往
復
、

　
　
　
　
　
　
た
い
ざ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
り
よ
う
ば

三
十

日
普
閑
店
滞
在
、
三
十
一
日
石
河
往
復
、
一
月
一
日
普
閑
店
の
車
輌
場
に
皆
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
か
さ
り
　
　
　
　
　
　
か
ん
が

つ

ま
り
　
天
皇
陛
下
万
歳
を
三
度
ど
な
り
、
亦
小
隊
ご
と
に
松
飾
を
な
し
、
考
へ
物

　
か
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
き
　
　
に
き
は
し
く
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ
　
　
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き

の

飾

り
物
な
と
出
来
て
賑
敷
あ
ッ
た
、
此
頃
は
寒
さ
い
よ
く
は
げ
し
く
焚
物
ハ
無

　
　
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
ゑ
い
　
　
　
　
　
　
　
た
き
び

く
、
遠
く
は
な
れ
し
所
へ
ゆ
き
家
を
こ
は
し
来
り
、
宿
営
の
内
に
て
焚
火
を
す
れ
ど

せ
ん

し
ん

前
進
の
兵
士
な
ぞ
が
戸
び
ら
打
こ
は
し
焚
物
に
し
た
ゆ
へ
、
入
口
は
あ
け
ば
な
し
日

　
　
よ
　
　
　
　
た
さ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
ま
ざ

本
の
様
ふ
に
畳
は
な
し
、
土
間
へ
唐
も
ろ
こ
し
の
殻
を
引
き
火
を
中
に
車
座
に
な
り
、

し
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
　
　
め
　
　
　
　
　
　
ひ
か
　
　
〔
着
〕

髭
づ

ら
も
あ
れ
ば
湯
へ
も
ろ
く
に
は
い
ら
ぬ
者
は
目
ば
か
り
光
り
き
物
ハ
あ
か
ち
み

　
　
　
　
　
　
と
ん
て
ふ
し
ば
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

ほ
こ
ろ
び
、
丸
で
曇
帳
芝
居
の
山
賊
の
如
し
、
此
辺
も
井
戸
の
す
く
な
い
所
に
て
水
を

　
　
　
　
ど
う
ぐ
　
　
　
　
　
　
〔
リ
〕
　
　
あ
き
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ハ

く
む
に
も
道
具
は
な
し
、
ブ
ル
キ
の
明
罐
を
ひ
ろ
い
き
た
り
、
二
丁
も
有
る
所
の
河
へ

　
　
　
　
　
　
は
オ

く
み
に
ゆ
く
、
河
巾
ハ
ニ
丁
ぐ
ら
い
の
所
も
あ
り
、
半
丁
四
半
丁
の
所
も
あ
り
、
水
ハ

　
　
　
　
　
よ
ほ
ど
さ
き
　
　
　
こ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
れ

河
べ
り
よ
り
余
程
先
ま
で
氷
つ
め
ま
ん
中
が
少
し
チ
ヨ
ロ
く
流
て
居
る
ば
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
〔
帰
り
〕

此
氷
の
上

を
風
に
吹
か
れ
て
往
き
か
い
り
四
丁
も
あ
る
事
故
、
い
そ
げ
ば
水
は
こ
ぼ

れ
て

内
ま
で
く
れ
ば
や
ッ
と
二
合
か
そ
こ
い
ら
、
是
を
ブ
ル
キ
の
ま
x
わ
か
し
て
サ

　
　
　
　
　
を
も
　
か
ハ
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
の
む
　
　
　
　
し
よ
う
く

ア
の
も
ふ
と
思
ふ
と
側
か
ら
一
ぱ
い
く
れ
く
と
我
れ
の
呑
の
ハ
ほ
ん
の
少
々
、
こ

　
　
　
　
　
　
た
ツ
と
　
　
〔
ダ
〕

を
い
ふ
時
ハ
水
も
貴
い
、
タ
ガ
銭
さ
い
有
れ
ば
こ
ん
な
思
い
を
し
な
い
で
も
す
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ツ

大

あ
ぐ
ら
か
い
て
水
を
く
ん
で
こ
い
鳥
を
買
て
こ
い
、
つ
い
で
二
こ
し
ら
へ
て
煮
て

　
　
か
た
　
　
　
〔
て
脱
〕

く
れ
肩
を
た
x
い
く
れ
、
一
円
や
る
か
ら
石
河
ま
で
米
を
引
に
い
ッ
て
く
れ
、
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ぶ
ん
せ
ん
ち
　
　
を
も
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ

銭
の
日
給
取
て
一
円
で
人
を
た
の
む
、
随
分
戦
地
は
面
白
ひ
も
の
、
此
頃
は
メ
キ
シ

　
ぎ
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ッ

コ

銀
貨
で
百
五
十
円
ぐ
ら
い
持
て
居
た
ゆ
へ
、
一
円
や
ッ
て
三
日
ぐ
ら
い
持
て
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
や
せ
ん
ゆ
う
び
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
か
ね

ッ
た
事
も
あ
ッ
た
が
野
戦
郵
便
の
な
い
た
め
、
此
金
も
十
日
ば
か
り
で
皆
チ
ヤ
ァ
フ

　
　
　
　
　
　
た
い
ざ
い
　
　
　
〔
自
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ら
ん
て
ん
し
ゆ
ば
つ
　
　
　
〔
陳
家
〕

ウ
、
二
日
同
所
滞
在
、
各
事
身
体
検
査
、
三
日
普
閑
店
出
発
、
チ
ン
カ
屯
に
行
き
舎

　
　
　
　
ふ
く
し
う
し
や
う
　
　
　
　
　
そ
う
か
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
か
　
し

営
、
四
日
復
州
城
て
ま
へ
草
家
店
二
舎
営
、
五
日
石
家
子
〔
石
家
屯
〕
に
ゆ
く
、
六

　
さ
い
か
ぽ
う
　
　
　
　
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
と
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
か
く
し
や
う
　
　
　
　
　
　
の
う
か

日
斉
家
房
を
通
り
坂
〔
左
家
〕
屯
に
宿
、
七
日
熊
岳
城
近
所
の
農
家
に
夜
に
入
ッ
て

　
　
　
　
　
ひ
る
　
　
　
　
　
く
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
え
い
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
　
　
た
め
し
や

着
す
、
此
日
昼
め
し
を
食
た
ぎ
り
夜
の
三
時
す
ぎ
ま
で
舎
営
に
つ
か
ず
、
夫
が
為
食

く
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
し
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
た
を
れ
　
も
の
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
き
う
し
　
　
お
り

事
も
な
さ
ず
、
達
者
な
人
ハ
か
ヘ
ッ
て
路
に
倒
る
者
あ
り
、
我
は
又
昼
の
休
止
の
折
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ハ

あ
き
家
に
入
り
見
れ
ば
大
き
成
る
瓶
あ
り
、
中
に
粟
の
も
ろ
み
酒
、
こ
い
つ
し
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
つ
x
　
　
　
　
　
　
　
〔
リ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
み
　
　
と

と
今
ふ
た
り
つ
れ
来
り
、
茶
筒
の
よ
ふ
な
ブ
る
キ
の
入
れ
物
へ
う
ん
と
つ
め
込
、
途

ち
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
　
　
す
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
あ
ハ

中
く
で
手
つ
か
み
に
口
へ
ほ
を
ば
り
露
を
吸
い
取
ッ
て
ハ
粟
つ
ぶ
を
ほ
き
だ
し
酒

　
　
　
　
　
　
て
か
つ

に

し
て
ハ
少
し
手
数
が
か
x
る
け
れ
ど
、
な
か
く
ほ
ろ
よ
い
に
成
ッ
て
き
た
時
ハ

　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
き
ご
　
き
け
ん

い

㌔
心
も
ち
だ
、
他
の
者
ハ
腹
が
ヘ
ッ
て
泣
つ
ら
し
て
居
る
に
ご
ッ
ち
は
大
御
機
嫌
、

　
　
　
　
あ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
し
ま
つ

ま
い
に
ハ
粟
つ
ぶ
ま
で
か
ん
で
食
ふ
始
末
さ
、
夫
で
を
ま
け
に
宿
に
つ
く
と
、
此
百

　
　
　
　
　
に
く
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く

姓
家
に
ぶ
た
肉
が
湯
で
x
か
め
に
ど
ッ
さ
り
あ
ッ
た
、
サ
ア
め
し
を
焚
よ
り
此
方
へ

さ先

き
に
と
り
か
㌔
ッ
た
、
し
こ
玉
ば
く
つ
い
て
め
し
を
た
い
て
い
x
と
な
ッ
た
ら
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
か
く
し
や
う
　
　
　
を
き
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ
カ
ク
ジ
ヨ
ウ

の
四

時
半
、
八
日
同
所
よ
り
熊
岳
城
ま
て
往
復
、
九
日
同
所
出
発
、
熊
岳
城
通
り
ぬ

　
　
じ
や
　
　
　
　
　
　
だ
い
ほ

け
、
蛇
〔
蛇
〕
台
墜
と
ゆ
う
所
に
行
き
舎
営
、
十
日
蛇
台
墾
よ
り
熊
岳
へ
往
復
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
　
　
　
　
　
ヘ
イ
ジ
ヨ
ウ
ら
く
し
や
う

路
上
下
七

里
、
十
一
日
同
所
、
十
二
日
同
所
、
此
日
蓋
〔
蓋
〕
平
城
落
城
、
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
　
　
　
　
　
ペ
ン
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し
う
ほ
う
め
ん

日
鶴
見
亀
吉
方
へ
手
紙
を
出
す
、
十
六
日
ま
で
同
所
、
十
七
日
蛇
台
墜
よ
り
州
方
面

　
し
つ
ば
つ
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
む
め
ぼ
し

へ
出
発
、
麦
に
す
こ
し
い
ふ
事
あ
る
、
此
蛇
台
径
か
ら
熊
岳
へ
ゆ
く
路
に
梅
干
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ち

ッ

ぽ

い
入
れ

あ
る
四
斗
樽
一
本
か
ゴ
み
が
ぬ
け
て
落
て
あ
ッ
た
、
前
々
日
よ
り
雪
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
拾
〕
　
　
　
　
　
　
を
も
　
　
　
　
　
　
く
ん
そ
う

ふ
ッ

た

ゆ
へ
梅
ハ
よ
ご
れ
つ
ど
ふ
か
し
て
し
ろ
を
㌔
と
思
ふ
が
、
軍
曹
が
や
か
ま
し

　
　
　
　
　
　
こ
シ
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
こ
ん
ど
　

な
か
　
　
　
　
ま
　

そ
う
た
ん
　
　
　
を

く
て
い
つ
で
も
麦
へ
く
る
と
か
け
足
、
今
度
ハ
中
〔
仲
〕
間
と
相
談
し
て
置
い
て
、

　
　
　
　
　
〔
手
前
〕
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と

其
の

梅
干
の

て

ま
い
へ
行
く
と
小
便
が
で
た
い
と
い
ッ
て
跡
へ
の
こ
り
、
梅
ぼ
し
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
拾
〕
　
　
　
　
　
　
し
な
じ
ん
　
を
〉
ら
い

ろ
ッ
て
か
け
だ
し
た
、
此
梅
ぼ
し
は
三
日
め
で
し
ろ
ッ
た
が
、
支
那
人
の
往
来
す
れ

ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る

共
此
梅
ぼ
し
ひ
と
樽
ひ
ろ
ッ
て
い
か
な
い
処
を
一
寸
か
い
て
見
た
の
で
す
、
此
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
ひ
　
　
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら

日
も
つ
よ
い
雪
ふ
り
で
あ
り
ま
し
た
、
【
挿
絵
2
8
】
右
の
石
碑
ハ
町
の
入
り
口
村
の

　
　
　
な
み
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
を
シ

は
つ
れ
並
木
の
よ
ふ
な
所
に
立
有
り
、
此
近
ぺ
ん
の
墓
は
多
く
土
て
な
り
、
此
日

に

し
に
だ
い
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
か
わ

西
二
台
子
と
い
ふ
所
へ
行
く
、
此
町
は
両
側
に
柳
が
植
て
あ
り
、
柳
に
雪
が
つ
も
り

セ

エ

ア
ラ
タ
イ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
む

是
が
氷
ッ
て
日
に
照
ら
さ
れ
る
、
其
の
う
つ
く
し
い
事
今
此
本
を
読
人
に
見
せ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
へ
い
し
や
う

く
ら
い
で
し
た
、
十
八
日
蓋
平
城
東
門
外
舎
営
、
十
九
日
蓋
平
城
十
五
丁
程
ゆ
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
と
う
　
　
き
り
ハ
り
　
　
こ
パ
　
　
せ
き
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
だ
い

ダ

ラ
＜
上
り
の
山
道
を
切
割
、
麦
に
石
門
あ
り
山
上
に
は
砲
台
あ
り
、
石
門
を
出

　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
く
し
や
う
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
こ
ゆ
　
　
　
　
い
ち
め
ん

れ

ば
又
下
り
坂
、
間
ば
ら
に
立
ッ
た
る
百
姓
や
、
是
を
打
越
れ
ば
一
面
の
原
、
雪
ハ

ふ

り
　
　
　
　
　
さ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
　
　
　
　
　
く
れ
　
　
　
さ
む

降
つ
x
き
先
手
は
つ
か
へ
て
進
む
事
な
ら
ず
、
其
内
日
ハ
暮
る
、
寒
さ
に
た
へ
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

三
丁
程

も
あ
る
所
を
横
道
へ
く
だ
り
、
農
家
よ
り
も
ろ
こ
し
殻
を
取
き
た
り
、
焚
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
こ
う
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
さ
む

し
て
あ
た
る
も
わ
つ
か
な
間
、
い
よ
く
小
隊
跡
へ
の
号
令
か
〉
れ
ど
寒
さ
は
さ
む

　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
　
　
と
を
　
　
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
び

し
道
ハ
氷
る
、
往
二
通
ッ
た
道
も
く
ら
き
故
に
少
し
も
わ
か
ら
ず
、
足
袋
わ
ら
じ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
は
オ

氷

る
、
や
x
と
も
す
れ
ば
す
ッ
て
ん
こ
ろ
り
と
や
ら
か
す
、
道
巾
ハ
せ
ま
く
方
々
ハ

が
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ペ
ン
　
　
か
へ

九
、
わ
る
く
す
る
と
こ
ろ
げ
込
む
、
よ
を
く
の
事
で
蓋
平
迄
帰
ッ
て
き
た
、
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
う
へ
い
　
　
　
　
を
ん
だ

東
門
外
に
舎
営
、
廿
一
廿
二
日
同
所
、
廿
三
日
輻
重
兵
二
て
恩
田
上
等
兵
と
い
ふ
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う
こ
う
け
ん

此
近
方
の
十
七
八
才

ぐ
ら
い
の
清
人
に
通
行
券
を
か
い
て
や
り
し
が
、
是
を
も
つ
て

え
い
こ
う
　
　
ほ
う
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
へ
い
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
く
み

営
口

の
方

面
へ
ゆ
き
し
に
哨
兵
線
二
て
取
を
さ
へ
ら
れ
、
其
の
組
の
隊
長
へ
つ
れ
ゆ

　
　
　
〔
質
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
そ
く
し
ゃ
え
い

か

れ
、
た
〉
さ
れ
た
る
所
前
記
の
通
り
な
れ
ば
、
恩
田
上
等
兵
は
早
速
舎
営
よ
り
引

　
　
　
　
　
し
ら
べ
　
　
　
ぐ
ん
り
つ
　
　
　
　
　
　
　
て
ふ
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ
　
　
　
し
や
う
み
ん

立

ら
れ
、
と
り
調
の
上
軍
律
に
よ
ッ
て
懲
罰
せ
ら
れ
た
り
、
此
頃
よ
り
商
民
立
ち
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
タ
　
　
　
シ
ヨ
ウ
ジ

へ

る
、
南
門
外
二
も
東
門
外
二
も
日
々
市
が
た
つ
、
其
の
売
物
に
○
鶏
卵
○
鶏
○

ソ
ン
ガ
　
　
　
　
　
ぺ
　
サ
イ
　
　
ホ
ロ
バ
イ
　
　
ホ
ワ
ン
ガ
　
　
　
チ
エ
ザ
　
　
　
ダ
イ
ジ
ヨ
ワ
ペ
　
　
ホ
じ
ミ
ド
　
　
コ
ヲ
リ
ヨ
ド
　
　
サ
ン
ヨ
　
　
　
テ
グ

根
深
葱
○

白
菜
○
萌
ロ
ト
○
木
瓜
○
茄
子
○
大
椒
○
包
米
○
高
根
○
山
薬
○
地

ワ
　
　
　
シ
イ
グ
ワ
ハ
　
　
ホ
ワ
ン
ト
ヲ
　
　
ス
ワ
ア
　
　
チ
ヨ
　
ド
　
　
　
タ
ン
ガ
　
　
　
チ
ウ
　
ナ
　
　
　
ロ
　
ボ
　
　
　
タ
ジ
ァ
ン
　
　
サ
イ
ヨ
　

瓜
○
西

瓜

○

黄

豆
○

蒜

○

長

豆
○

糖

○

焼

酎

○
口
卜
○
大
醤
○
茶
　
此
外

さ
げ
か
ご
二
て
ま
ん
じ
う
な
ど
売
あ
る
く
、
又
大
家
は
商
業
に
つ
く
者
な
し
、
此
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
そ
ふ

平
城

は
南
門
東
門
の
二
門
成
り
、
西
門
ハ
あ
れ
ど
戦
争
前
ハ
戸
び
ら
を
し
め
石
を
一

　
　
　
　
つ
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
そ
う
　
　
を
り
　
　
　
　
　
　
　
て
き
　
　
　
　
　
　
　
た
い
へ
い
さ
ん
あ
る
い
　
え
い
こ
う

面
に

つ

め
通
行
な
く
、
此
度
敗
走
の
折
に
中
よ
り
敵
打
く
づ
し
太
平
山
或
ハ
営
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
だ
り
じ
や
う
へ
き
　
　
　
　
　
　
う
ち
じ
に
　
　
し
ん
へ
い
た
さ

方
へ
に
げ
ゆ
き
た
り
、
麦
に
を
か
し
き
ハ
東
門
内
左
城
壁
の
穴
に
打
死
の
清
兵
只

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
　
　
　
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
　
　
あ
し
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
そ
く

ひ

と
り
と
り
の
こ
さ
れ
、
此
寒
気
二
死
体
氷
か
た
ま
り
首
と
足
を
上
へ
む
け
た
風
俗

　
ふ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ら

は
船
の
形
ち
な
り
、
通
り
か
〉
り
の
者
を
も
し
ろ
半
分
此
足
を
と
ら
へ
て
力
ま
か
せ

に

ま
は
せ
ば
こ
ま
の
如
く
に
ま
ハ
る
、
か
わ
り
が
わ
り
に
ま
ハ
し
て
見
る
、
廿
四
五

　
　
　
た
い
さ
い

日
同
所
滞
在
、
二
十
六
日
旧
正
月
元
日
、
牛
荘
ま
で
十
八
里
大
連
湾
へ
六
十
里
程
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
ン
サ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
シ

由
、
廿
七
八
九
日
同
所
、
三
十
日
石
門
の
有
る
所
を
こ
へ
比
煙
済
〔
飛
雲
塞
り
・
〕
往

ふ
く復

、
麦
は
先
日
の
夜
す
ベ
ッ
て
こ
ろ
ん
だ
所
、
三
十
一
日
よ
り
二
月
＝
三
一
四
日
営

　
を
さ
ふ
く
　
　
　
　
た
い
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゑ
ん
さ
い
へ
い
た
ん
し
れ
い

口

方
面
二
て
大
砲
し
き
り
に
き
こ
ゆ
る
、
営
口
ま
で
十
里
、
五
日
比
煙
済
兵
姑
司
令

ぶ部

ま
で
往
復
、
六
七
日
滞
在
、
八
日
比
煙
済
往
復
、
水
島
勇
吉
よ
り
手
紙
届
、
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
テ
ン
シ
み
　
　
す
き

十
日
水
島
へ
手
紙
を
出
す
、
此
日
地
名
四
家
旬
子
道
ち
へ
進
む
、
た
ち
ま
ち
大
雪
に
な

り
、
前
々
日
の
雪
と
二
て
二
尺
五
寸
程
も
つ
も
り
、
我
と
外
二
人
二
て
大
六
車
へ
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ビ
ヨ
ト

三
俵

と
二
斗
焚
平
釜
と
手
桶
水
瓢
小
鍋
、
此
外
雑
器
並
二
軍
曹
の
手
荷
物
各
々
三
人

の

手
荷
物
是
を
積
み
、
い
つ
も
な
れ
ば
か
け
足
二
て
ゆ
く
の
な
れ
ど
、
今
日
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
じ
ぽ
う

く
か
け
足
所
か
並
足
二
も
ゆ
か
ず
、
車
の
は
ハ
半
分
雪
の
中
い
へ
め
り
込
み
梶
棒

　
　
　
う
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
て

へ
ひ

と
り
後
へ
ひ
と
り
残
り
の
ひ
と
り
ハ
横
手
に
ま
ハ
り
車
を
つ
か
ん
で
、
ア
〉
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ご

と
こ
え
ん
や
の
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
、
是
で
や
ッ
と
五
六
寸
ぐ
ら
い
し
き
ア
動
か
な
い
、

こ
を
成
る
と
て
ん
で
ん
ば
ら
く
、
先
の
方
へ
ゆ
く
も
あ
り
、
平
一
面
の
雪
二
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぞ

た
け
や
ら
往
来
や
ら
ど
ぶ
や
ら
す
こ
し
も
わ
か
ら
な
い
、
中
ニ
ハ
溝
の
中
へ
車
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
が

た
を
れ
て
荷
は
く
つ
れ
る
怪
我
を
す
る
、
其
の
内
我
が
車
の
ふ
た
り
ハ
あ
ま
り
車
の

う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た

動
か
ぬ

ゆ
へ
、
も
ッ
と
う
し
ろ
を
押
せ
と
い
ふ
、
梶
の
引
よ
ふ
が
悪
い
と
い
ふ
、
二

こ
と
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
さ
ま

言
三
言
い
x
あ
い
は
て
ハ
つ
か
み
合
と
こ
ろ
へ
軍
曹
馬
で
飛
で
き
た
、
コ
ラ
貴
様
た

　
　
な
ん

ち
ハ
何
し
て
居
る
か
ア
と
い
き
な
り
サ
ア
ベ
ル
を
し
イ
こ
ぬ
い
て
め
ち
や
く
に
と
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や

さ
れ
、
夫
で
け
ん
か
も
を
し
ま
い
、
仕
方
な
し
に
先
の
村
ま
で
い
ッ
て
釜
の
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
め
し

ど
り
を
し
て
、
め
し
焚
に
取
り
か
x
ろ
ふ
と
す
る
と
又
々
軍
曹
が
来
て
、
貴
様
た
ち

　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く

早
く
荷
を
車
へ
つ
ん
で
後
へ
も
ど
れ
と
い
ふ
か
ら
ど
ふ
い
ふ
わ
け
で
す
と
聞
と
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
へ
ん

ふ

い

ふ

も
へ
ち
ま
も
な
い
、
敵
が
く
る
か
ら
早
く
も
ど
れ
、
ヤ
ア
そ
れ
じ
や
ア
大
変

　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き

サ
ア

い

そ
い
で
荷
を
車
へ
つ
ん
で
引
も
ど
し
た
、
此
時
は
い
き
よ
り
よ
ッ
ぽ
と
早
か

　
　
　
　
　
か
い
へ
い
と
う
も
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ざ
い
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
け

つ

た
、
又
々
蓋
平
東
門
外
イ
舎
営
、
十
一
日
十
二
十
三
十
四
日
滞
在
、
十
五
日
脚
気

　
　
　
し
ん
さ
つ
　
　
　
　
　
　
に
ち
く
ゆ
き
ふ

を
や
み
診
察
を
う
け
る
、
今
も
日
々
雪
降
る
、
麦
二
て
雪
の
形
を
見
る
、
其
の
折
の

雪
の
か
た
ち
は
〔
雪
の
結
晶
の
図
、
略
〕
一
ツ
の
雪
の
さ
し
渡
し
、
大
二
て
二
分
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
　
こ
を
り
　
　
　
か
た
　
　
　
つ
く

り
ん
二
分
一
分
五
り
ん
、
あ
つ
身
ハ
ニ
り
ん
ぐ
ら
い
、
右
雪
わ
氷
に
て
形
ち
を
造
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
　
　
　
〔
目
×
ム
ロ
〕

を
り
、
此
雪
が
風
車
の
如
く
ク
ル
く
廻
り
な
か
ら
ヒ
ラ
く
落
る
ぐ
ハ
い
き
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
き
こ
う
　
　
よ
つ
　
　
ハ
た
　
　
よ

な
物
な
り
、
是
は
日
々
か
く
降
る
物
に
あ
ら
ず
、
其
の
時
の
気
候
に
寄
て
綿
の
様
ふ

　
　
　
　
　
　
し
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ふ

な
の
も
あ
れ
ば
塩
の
よ
ふ
又
は
ザ
ラ
メ
糖
の
よ
ふ
な
の
も
あ
り
、
十
六
日
十
七
日
同

所
、
十
八
日
太
石
橋
ま
で
往
復
、
十
九
日
同
所
、
二
十
日
営
口
方
面
に
砲
声
は
げ
し

く
聞
こ
ゆ
る
、
廿
一
日
廿
二
日
同
所
、
廿
三
日
蓋
平
東
門
外
出
発
、
近
村
に
舎
営
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
り
よ
う
シ
　
カ
テ
ン
シ

廿
四
日
同
所
出
発
、
太
平
山
占
領
四
家
旬
子
へ
ゆ
き
舎
営
、
廿
五
日
四
家
旬
子
よ
り

太
平

山
ま
で
往
復
、
廿
六
日
廿
七
廿
八
日
同
所
滞
在
、
鶴
見
氏
並
二
と
み
よ
り
手
紙

届

く
、
【
挿
絵
2
8
～
3
2
】
朱
家
旬
子
に
て
人
夫
、
支
那
人
の
内
二
て
悪
し
き
事
し
て
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
こ
と
も
そ
な
ハ
　

も

せ

ら
る
x
、
本
部
よ
り
命
令
其
の
家
児
十
才
ぐ
ら
い
の
児
供
に
其
の
縄
じ
り
を
持
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん
た
い

せ
、
支
那
人
の
家
ご
と
つ
れ
あ
る
き
、
軍
隊
へ
も
引
ま
わ
し
是
二
て
罪
を
差
引
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
テ
ン
シ
　
　
　
　
は
だ
い
し
　
　
　
　
こ
か
し

た

り
、
〔
三
月
〕
二
日
朱
家
旬
子
出
発
、
破
台
子
を
通
り
古
家
子
二
着
、
舎
営
、
三
日

　
　
　
　
　
は
く
ら
く
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
や
け

同
所
、
四
日
白
楽
墜
〔
博
落
甫
〕
と
云
ふ
所
へ
、
雪
焼
二
て
足
の
く
ず
れ
た
兵
士
を

に

ぐ
る
ま
も
　
　
　
　
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
か
　
し
　
　
　
　
サ
ン
カ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
カ
　
シ

荷
車
持
ッ
て
引
に
ゆ
く
、
五
日
古
家
子
よ
り
三
家
子
ま
で
往
復
、
六
日
古
家
子
出
発
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ウ
ヤ
ビ
ヤ
ウ
だ
い
き
う
し
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
た
ん
ほ
ん

同
日
近
村
二
舎
営
、
七
日
同
所
出
発
、
此
日
大
雪
老
爺
廟
大
休
止
、
同
地
に
旅
団
本

ぶ
　

　

　

　

　
　
え
い
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
し
ゃ
う
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ウ
カ
ボ
ウ
　
　
　
　
　
　
シ

部

た
つ
、
営
口
は
六
日
に
落
城
、
此
日
前
唐
家
墜
〔
凹
〕
子
二
着
、
舎
営
、
八
日
老

　
　
　
　
　
　
べ
い
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
シ
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
シ
ヤ
ウ
ダ
イ

爺
廟
へ
も
ど
り
米
菜
を
受
取
、
営
口
へ
ゆ
き
近
村
二
宿
、
田
庄
台
は
大
勝
り
、
【
挿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
と
う
か
ぽ
う
し
　
　
　
み
ち
　
は
た
ち
き
　
　
　
　
は
た
　
い
ろ
く

絵
33

～
3
5
】
此
老
爺
廟
よ
り
前
唐
家
墾
子
へ
行
く
路
は
畑
地
多
く
、
其
の
端
に
色
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
み

と
沢
山
な
か
れ
木
が
は
へ
て
有
る
、
夫
へ
雪
を
積
か
さ
ね
水
を
た
び
く
か
く
れ
ば

　
　
　
け
ん
ご
　
　
　

き
よ
う
へ
き
　
　
　
　
　
　
　
て
き
　
　
　
　
　
よ
つ
　
　
は
つ
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
て
が
る
　
　
を
も

氷
二
て
堅
固
成
る
強
壁
と
な
る
、
敵
は
是
に
寄
て
発
砲
す
、
一
寸
手
軽
な
思
い
付
な

　
　
　
　
　
　
う
ち
じ
に
　
　
　
　
し
た
い

り
、
麦
に
清
兵
打
死
し
て
死
体
と
り
の
こ
さ
れ
た
れ
も
是
を
か
た
づ
け
る
者
な
く
、

を
シ
ら
い
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
そ
う
　
　
を
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ば
こ

往
来
に

打

た
を
れ
た
さ
ま
ハ
左
に
写
す
、
又
野
に
埋
葬
の
置
ざ
り
も
あ
り
、
棺
箱
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
い
か
ほ
　
　
　
　
　
い
ぬ

紅
が

ら
染
に
て
あ
つ
板
二
て
造
り
あ
り
、
【
挿
絵
3
6
・
3
7
】
清
兵
の
死
体
顔
と
手
は
犬

　
か
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ぶ
ん

又

ハ
烏
の
為
に

食
い
む
し
ら
れ
、
衣
類
の
あ
る
所
だ
け
其
の
ま
〉
に
あ
り
、
随
分
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト
ウ
カ

き
み
の
悪
き
も
の
也
、
田
庄
台
戦
勝
の
後
は
休
戦
二
な
る
、
営
口
近
村
二
て
後
唐
家

ボ
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
か
ぼ
う

径
子
舎
営
、
九
日
此
遼
東
半
島
は
い
つ
こ
も
井
戸
の
す
く
な
い
所
二
て
、
此
唐
家
径

し
　
い
へ
　
ま
　
　
　
　
　
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
く

子

も
家
は
間
ば
ら
に
六
七
間
あ
れ
ど
井
戸
は
一
ツ
も
見
あ
た
ら
ず
、
雪
の
中
を
諸
々

　
　
　
　
　
さ
ん
げ
ん
し
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ち
　
　
　
　
　
あ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ

さ
が
し
た
所
三
間
四
方
ぐ
ら
い
の
す
り
鉢
な
り
の
穴
あ
り
、
ま
ん
中
に
一
ツ
の
箱
が

　
　
　
　
　
　
　
は
こ

い

け
て
あ
り
、
此
箱
へ
ま
ハ
り
の
雪
が
と
け
て
た
ま
り
た
〔
る
脱
力
〕
を
す
く
ッ
て

の

み

み
づ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ゆ
へ

呑
水
二
つ
か
う
と
い
ふ
事
ゆ
へ
く
み
来
り
、
め
し
を
た
い
た
が
多
ぜ
い
で
く
む
事
故

　
　
　
と
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

は
て
ハ
泥
水
、
夜
に
入
ッ
て
焚
し
め
し
は
く
ら
き
故
、
出
来
あ
が
ッ
て
食
ッ
て
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
こ
う
　
　
　
　
さ
き

ば
石
ま
じ
り
の
じ
や
り
く
、
十
日
営
口
よ
り
先
へ
一
里
程
行
く
、
同
日
も
ど
り
て

　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
き
ろ
う
や
ぴ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
ば
し
や
や
ど

近
村
舎
営
、
十
一
日
前
記
老
爺
廟
二
引
上
、
近
村
な
る
支
那
人
荷
馬
車
宿
に
と
ま
る
、

　
　
　
は
く
ら
く
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
へ
い
　
　
か
へ
　
　
き
た

十
二
日
白
楽
墜
に
宿
、
此
日
よ
り
日
々
大
雪
、
十
三
日
蓋
平
に
帰
り
来
る
、
南
門
よ

　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
ヲ
　
ビ
ヨ
シ

り
三
里
程
は
な
れ
龍
王
廟
子
と
い
ふ
所
に
舎
営
、
十
四
五
六
日
同
所
、
十
七
日
水
島

並

二
横
浜

よ
り
一
月
廿
八
日
出
の
手
紙
皆
届
く
、
十
八
日
西
二
台
子
に
来
り
舎
営
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
か
ハ
ま
ん
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い

十
九
日
廿
日
同
所
、
廿
一
日
此
頃
雪
と
け
二
て
諸
河
満
水
、
廿
二
日
蓋
平
城
南
門
前

　
は
し
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
こ
ん
さ
い

の

橋
流

る
x
、
廿
三
日
廿
四
日
招
魂
祭
、
又
金
州
城
に
小
松
宮
殿
下
御
着
、
鶴
見
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
へ
い
や
せ
ん
い
う
び
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ハ
せ

へ
手
紙

を
出
す
、
廿
五
日
蓋
平
野
戦
郵
便
局
よ
り
東
京
鶴
見
へ
為
換
を
出
す
、
廿
六

七
日
同
所
、
廿
八
日
東
京
よ
り
手
紙
届
、
廿
九
日
三
十
日
一
一
一
十
一
日
同
所
、
四
月
一

　
か
ハ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
く
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
し
く
ん

日
為
換
を
鶴
見
へ
出
す
、
二
日
三
日
諸
々
大
そ
う
じ
、
四
日
御
酒
被
下
兵
士
軍
夫
打

　
　
　
を
シ
す
ま
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ふ
か
と
ん

ま
じ
り
大
角
力
あ
り
、
五
日
近
村
張
家
屯
〔
張
家
大
塞
？
〕
へ
足
な
ら
し
二
行
、
六

日
よ
り
十
日
ま
で
西
二
台
子
二
て
休
、
折
々
井
戸
の
番
人
に
当
ら
る
、
是
は
土
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

内
二
毒
な
ど
入
る
者
あ
る
故
な
り
、
さ
な
く
共
ま
ん
じ
う
な
ぞ
売
あ
る
く
者
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

十
銭
に
三
十
ぐ
ら
い
で
買
食
ッ
た
る
人
の
中
二
わ
腹
の
い
た
ん
だ
者
も
あ
り
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
ち
こ
ろ

い

は
一
人
り
二
て
は
な
れ
た
所
へ
ゆ
き
土
人
に
打
殺
さ
れ
井
戸
へ
な
げ
こ
ま
れ
久
し
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え
ん
そ
く
　
き
ん
ぜ
　
　
　
　
　
　
い
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
の
む

く
知
れ
ず
に
居
た
者
も
あ
り
、
夫
が
為
遠
足
を
禁
ら
る
、
医
官
よ
り
は
水
ハ
一
節
呑

　
　
い
ま
を
の
く
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
の
ま
　
き
ツ
と

な
、
今
各
々
つ
か
れ
た
る
処
へ
な
ま
水
を
呑
ば
、
急
度
わ
づ
ら
ふ
故
気
を
付
る
よ

　
　
ま
た
も
ん
と
ほ
つ
け
ぜ
ん
し
し
ゆ
く
し
う
は
　
そ
う
　
　
せ
つ
ぽ
う

ふ
、
亦
門
徒
法
華
禅
師
種
々
な
宗
派
の
僧
き
た
り
説
法
を
兵
士
人
夫
ま
で
あ
つ
め
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
ぜ
つ
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し
ま

か

せ
、
中
に
ひ
と
り
う
ま
い
ぼ
ふ
ず
が
あ
ッ
た
、
其
の
演
説
に
日
本
広
島
二
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
を
つ
き
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
へ
い
そ
つ
　
　
ふ
く
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
し
う
か
た

ひ

　
天
皇
陛
下
御
付
の
方
を
め
し
兵
卒
の
服
を
持
て
と
を
ン
せ
あ
る
故
、
侍
従
方
ふ

　
　
　
を
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ふ
く
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
　
　
お
ん
た
ち

し
ん
に
思
い
さ
し
上
げ
た
る
所
、
其
服
を
御
め
し
に
成
り
早
朝
よ
り
庭
に
御
立
ち
い

　
　
　
ほ
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
か
ぜ

で

ら
れ
歩
行
な
さ
る
x
ゆ
へ
、
御
付
の
方
々
よ
り
御
風
め
さ
れ
て
は
相
成
り
ま
せ
ぬ

　
　
か
ん
ぎ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
へ
い
そ
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

ゆ
へ
還
御
相
な
り
た
く
と
申
上
れ
ば
、
苦
う
な
い
す
て
置
け
兵
卒
等
も
さ
だ
め
し
寒

こ
く
　
　
を
　
　
こ
ん
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
を

国
二
居
り
困
難
仕
す
で
あ
ろ
ふ
、
よ
も
其
の
困
難
を
た
め
し
居
る
の
ち
や
と
を
x
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
乗
〕

あ
れ
ば
、
を
付
の
方
々
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
人
は
な
く
、
一
天
万
上
の
君
た
る
陛
下
兵
士

　
ふ
く
そ
う
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な

の

服
装

し
て
寒
き
の
御
た
め
し
あ
る
と
は
、
な
ん
と
皆
さ
ん
あ
り
が
た
い
事
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
へ

り
ま
せ
ん
か
と
ば
ふ
つ
が
声
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、
い
や
に
あ
わ
れ
ッ
ぼ
く
や
ら

　
　
　
　
　
　
か
　
し
か
ん
　
　
　
　
　
　
へ
い
そ
つ
に
ん
ぶ
み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き

か

し
た
の
で
、
下
士
官
は
じ
め
兵
卒
人
夫
皆
一
同
此
演
説
に
か
ん
じ
て
す
x
り
泣
し

　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
や
う

な
い
者
は
な
い
、
此
時
ど
ん
な
強
情
な
者
で
も
ベ
ソ
ぐ
ら
い
か
x
な
い
者
は
な
か
ッ

　
　
　
　
　
　
に
し
に
た
い
し
　
　
　
　
か
い
へ
い

た
、
十
一
日
朝
西
二
台
子
よ
り
蓋
平
城
南
門
外
近
き
所
に
七
家
鳩
と
云
ふ
所
に
ゆ
き
、

と
う
き
や
う
ち
ん
だ
い
ほ
へ
い
だ
い
ニ
れ
ん
た
い

東
京
鎮
台
歩
兵
第
二
連
隊
一
大
隊
二
中
隊
付
と
也
、
十
二
日
よ
り
十
六
日
ま
で
同
所

　
　
や
す
み

二
て

休
、
十
七
日
朝
七
家
鳩
出
発
、
同
日
偏
披
子
着
、
舎
営
、
十
八
日
ペ
ン
パ
ザ
ア

　
　
　
ジ
ヤ
タ
イ
ホ

発

し
、
蛇
台
墾
中
食
、
此
所
よ
り
蓋
平
へ
五
里
西
二
台
子
へ
三
里
、
是
よ
り
三
里

　
　
　
ゆ
う
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ダ
イ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る

半

ゆ
き
熊
岳
城
南
門
外
二
て
頭
台
子
着
、
舎
営
、
十
九
日
頭
台
子
出
発
、
先
日
昼

ま
あ
ハ
さ
け
　
　
の
む
　
　
　
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
た
　
　
　
　
　
い
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
ふ
く

間
粟
酒
を
呑
皆
々
腹
へ
り
の
さ
い
我
等
湯
で
豚
の
あ
る
家
に
当
り
ひ
と
り
満
腹
し

　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
カ
バ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
し
れ
　
　
　
　
く
さ
ハ
ら

た
所
、
す
な
ハ
ち
斉
家
房
を
通
り
、
夜
に
入
ッ
て
路
が
知
な
く
草
原
に
た
〉
ず
む
、

　
　
　
〔
案
内
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
カ
ト
ン

要
々

道

あ
ん
な
を
つ
れ
来
り
、
夏
家
屯
に
着
、
雪
の
中
で
梅
乾
を
し
ろ
ッ
た
所
は
四

　
　
〔
後
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
と
ん
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
か

里
程
跡
蛇
台
墜
と
熊
岳
の
間
な
り
、
廿
日
夏
家
屯
出
発
、
此
の
道
ハ
山
多
く
、
楊
家

と
ん
　
　
　
　
　
バ
シ
ヤ
ウ
ト
ン

屯
を
通
り
馬
廠
屯
二
宿
、
廿
一
日
同
所
よ
り
復
州
城
ま
で
一
里
十
二
丁
、
廿
二
日
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
か
ぼ
う
と
ん

所
出
発
、
復
州
城
南
門
外
東
瓦
房
屯
舎
営
、
廿
三
日
同
所
、
兵
士
の
舎
営
を
見
て
婦

　
　
　
　
　
た
ち
の
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ン

女
児
供
又
々

立
退
、
梅
桃
の
花
満
開
、
近
村
畑
地
ハ
葱
ガ
ー
多
し
、
廿
四
日
廿
五
日

頃

よ
り
燕
鳥
来
る
、
廿
六
日
と
み
よ
り
手
紙
届
、
廿
七
日
同
所
、
廿
八
日
歩
兵
中
隊

　
　
　
ガ
ボ
ヲ
ト
ン

に

分
れ
瓦
房
屯
出
発
、
萢
家
屯
中
食
、
牛
圏
子
と
云
ふ
所
へ
ゆ
き
本
隊
と
合
う
、
廿

九
日
同
所
滞
在
、
柳
樹
の
若
葉
め
だ
し
五
六
分
、
と
み
よ
り
三
月
三
十
日
の
手
紙
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
か
　
か

日
届
、
陽
輝
亭
へ
手
紙
を
出
ス
、
三
十
日
五
月
＝
一
三
〔
日
〕
同
所
、
四
日
大
買
家

と
ん
　
り
や
う
ま
つ
う
け
と
り

屯
へ
糧
秣
受
取
に
ゆ
く
、
五
日
真
宗
法
師
の
演
説
あ
り
、
又
李
の
花
盛
り
、
六
日
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ

中
の
仏
事
供
事
を
あ
り
、
七
日
南
家
屯
二
行
き
、
牛
家
屯
へ
ま
ハ
り
牛
圏
子
に
帰
る
、

八
日
四
月
廿
二
日
鶴
見
よ
り
、
廿
四
日
水
島
よ
り
手
紙
届
、
九
日
十
日
鶴
見
へ
手
紙

出
す
、
十
一
日
大
買
家
屯
へ
糧
秣
受
取
に
ゆ
く
、
十
二
日
山
走
会
山
遊
に
ゆ
く
、
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
値
〕

家
屯
と
云
ふ
所
に
馬
廠
隊
居
り
不
要
馬
の
払
さ
げ
あ
り
、
一
ば
ん
安
直
は
一
円
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
き

銭
の
あ
り
、
是
は
怪
我
を
し
て
や
せ
を
と
ろ
へ
あ
る
く
事
も
出
来
ぬ
馬
、
此
近
村
の

　
　
　
　
　
か
い
し
よ
く
も
つ

農
民
此
馬
を
買
食
物
に
す
る
、
十
三
日
十
四
日
鶴
見
よ
り
手
紙
届
、
是
は
過
日
伊
藤

と
云
ふ
者
病
気
二
て
立
帰
る
に
付
、
我
も
其
折
此
者
に
金
三
十
円
た
の
み
し
処
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
か
ハ
せ

と
よ
り
い
だ
せ
し
為
換
は
届
き
し
も
、
此
金
子
い
ま
だ
と
〉
か
ず
と
の
返
事
な
り
、

其
時
の

伊
藤
浅
草
河
部
川
町
廿
九
番
地
伊
藤
忠
次
郎
俸
和
吉
に
今
だ
あ
ハ
ず
、
十
五
日
そ
ば
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ウ
リ
ン
ボ
ヲ

も
ろ
こ
し
目
出
し
、
牛
圏
子
出
発
、
長
林
房
中
食
、
鉄
匠
櫨
に
舎
営
、
十
七
日
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
を
し
や
う
さ
ん

発
、
金
州
城
て
ま
ヘ
ニ
て
九
里
庄
に
舎
営
、
此
村
二
て
大
和
尚
山
辰
巳
の
方
に
見
ゆ

　
　
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
い
あ
ん
も
ん

る
、
此
九
里
庄
よ
り
金
州
ま
て
支
那
里
程
一
里
、
十
八
日
金
州
城
北
門
こ
れ
永
安
門

が
い外

舎
営
、
是
よ
り
左
に
か
き
舛
絵
は
近
傍
の
百
姓
道
具
、
其
の
外
色
々
か
き
ま
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
リ
ソ
ン

【挿
絵
38

～
4
4
】
十
九
日
金
州
永
安
門
外
三
里
村
二
て
諸
々
大
そ
ふ
じ
二
ゆ
く
、
廿
日

同
廿
一
日
此
頃
黄
瓜
八
□
赤
大
根
畑
根
ぐ
ら
い
、
廿
二
日
清
歴
四
月
廿
八
日
二
当
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぶ
と

廿
三
日
当
時
ハ
人
民
立
帰
り
、
支
那
人
日
本
人
の
呑
食
店
も
で
き
、
中
二
も
甲
や
し

る
こ
や
な
ど
多
く
あ
り
、
西
洋
料
理
屋
も
で
き
ソ
ー
プ
十
二
銭
牛
鶏
一
品
二
十
五
銭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
イ
ダ
イ
ガ
ン
　
　
　
　
〔
厘
〕
　
　
　
　
イ
エ
ン

一
通

り
金
四
十
銭
の
も
あ
り
、
蓋
平
滞
在
ノ
頃
ハ
玉
子
一
個
二
銭
五
り
、
当
時
一
円

二
付
百
三
十
個
二
な
れ
り
、
廿
四
日
同
所
、
廿
五
日
三
里
村
出
発
、
金
州
よ
り
西
ヘ

　
　
　
　
　
　
シ
ホ
ヨ
オ
ズ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い
か
た

一
里
半
程
ざ
い
石
灰
審
子
二
行
舎
営
、
麦
は
海
岸
也
在
方
で
も
あ
り
、
い
た
ッ
て
の

ん

気
な
所
二
て
山
も
有
り
、
此
山
に
ほ
ろ
穴
日
本
の
富
士
山
二
あ
る
穴
の
中
へ
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
じ
や
う

れ

ば
、
乳
の
如
く
形
ち
を
し
て
天
井
よ
り
ぶ
ら
さ
が
り
水
が
ぽ
た
り
く
た
れ
て
居

る
、
奥
の
方
へ
行
と
色
々
な
ほ
と
け
様
の
よ
ふ
の
だ
の
亀
だ
の
岩
へ
ほ
り
付
て
あ
る
、

133
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と
　
ち
シ
つ

途
中
に
あ
か
り
取
の
穴
が
あ
る
、
夫
で
も
う
す
ぐ
ら
く
て
き
び
が
わ
る
い
、
ふ
い
に

　
　
　
こ
へ
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
を
と
ろ
く

大

き
な
声
を
す
る
と
他
の
人
驚
、
又
此
村
は
家
が
一
け
ん
二
四
け
ん
二
四
け
ん
と
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ふ
う
ふ

か
れ
て

居

る
、
井
戸
ハ
ニ
ツ
其
の
か
ハ
り
に
一
け
ん
の
内
に
四
夫
婦
の
外
二
お
じ
さ

　
　
　
〔
甥
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ぎ
　
　

た
く
さ
ん
か
つ

ん

だ

の

を
い
だ
の
居
る
内
が
あ
ッ
た
、
野
羊
を
沢
山
飼
て
あ
る
内
が
あ
ッ
て
、
子
供

が
ひ

と
り
で
五
六
十
び
き
ひ
い
て
遊
ば
せ
二
ゆ
く
、
廿
六
廿
七
廿
八
廿
九
三
十
三
十

一
日
六
月
一
日
と
み
よ
り
手
紙
三
通
届
く
、
二
三
四
五
六
七
日
ま
で
ね
ち
や
ア
食
い

く
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
ひ
だ
り
は
ん
じ
う
れ
つ

食
ち
や
ア
ね
、
七
日
に
左
半
縦
列
ハ
出
発
、
九
日
石
灰
客
子
出
発
、
金
州
よ
り
二
十

　
　
　
　
　
リ
カ
ト
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ヤ
ト
ン

丁
程
有

る
所
里
加
屯
に
一
宿
、
十
日
金
州
城
南
門
外
二
て
閻
家
屯
と
云
ふ
村
に
宿
、

十
一
日
と
み
よ
り
手
紙
届
、
我
よ
り
も
い
だ
す
【
挿
絵
4
4
～
5
7
】
、
此
大
連
湾
日
本
町

に

店

を
開
き
、
あ
き
な
ふ
品
ハ
た
い
が
い
同
じ
品
、
先
ず
を
も
成
る
物
酒
。
紙
。
エ

ン

ピ
ツ
。
菓
子
類
。
た
ば
こ
。
手
拭
。
マ
ッ
チ
。
足
袋
。
手
袋
。
砂
糖
。
春
画
。
す

る
め
ま
だ
外
に
も
あ
れ
ど
ざ
ッ
と
こ
ん
な
物
、
其
の
内
二
も
酒
を
売
ら
ぬ
内
ハ
な
く
、

あ
り
合
せ
の
肴
二
て
時
に
ハ
鯛
さ
は
ら
刀
の
魚
な
ど
あ
り
、
豆
腐
は
始
終
あ
り
、
其

の
店
也
先
キ
ニ
て
う
た
う
も
あ
り
、
【
挿
絵
5
8
～
6
3
】
十
二
日
十
三
日
ね
た
り
食
ッ
た

り
、
十
四
日
身
体
検
査
、
十
五
日
の
う
わ
さ
は
所
持
品
を
あ
ら
た
め
る
と
聞
、
各
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
者
〕

余
分

な
品
ハ
此
宿
り
し
家
へ
や
る
人
多
く
あ
り
、
中
ニ
ハ
よ
く
ば
ッ
た
物
ハ
種
々
な

品
を
も
て
り
、
我
も
書
画
と
か
す
が
い
留
の
茶
わ
ん
を
持
て
居
た
れ
ど
、
是
ヲ
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
て
　
せ
い
　
　
　
　
　
れ
つ
　
　
　
　
　
か
い
せ
ん

て

き
た
十
六
日
午
前
六
時
し
た
く
し
て
表
へ
制
〔
整
〕
列
す
る
、
凱
戦
〔
旋
〕
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
せ
い

を
聞
い
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
、
ふ
と
こ
ろ
の
あ
ッ
た
か
い
者
ハ
威
勢
よ
く
歌
な
ぞ
う

　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
は
い

た
い
、
又
無
し
は
さ
も
し
ひ
顔
し
て
居
る
、
そ
こ
へ
い
ッ
て
我
輩
な
ぞ
ハ
少
々
内
へ

を
く
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

送
て

ハ
あ
る
し
、
又
久
し
ぶ
り
で
か
x
ア
の
か
ほ
が
見
ら
れ
る
と
思
ふ
と
嬉
し
く
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ヤ
ト
ン
　
　
し
つ
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
さ
　
　
や
く

て

た

ま
ら
な
い
、
此
閻
家
屯
を
出
立
し
て
大
連
湾
二
ゆ
く
、
咄
し
の
通
り
検
査
の
役

　
　
　
　
　
け
い
た
い
ひ
ん

人
出
て
き
て
携
帯
品
を
見
せ
う
と
云
ふ
か
ら
糸
だ
て
を
地
べ
た
へ
し
き
、
く
る
し
が

　
　
て
ん
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
ば
つ

り
の
天
途
ぼ
し
を
見
る
よ
ふ
に
色
々
な
物
を
な
ら
べ
た
、
其
の
中
二
欲
張
た
や
つ
ハ

た
く
さ
ん
し
な
も
の
も

沢

山
品
物
を
持
ッ
て
居
て
さ
ん
ぐ
し
か
ら
れ
て
品
物
は
取
上
、
此
品
を
海
岸
へ
山

　
　
　
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
く

の
如

く
積
あ
げ
て
火
を
か
け
る
、
す
る
と
側
二
見
て
居
た
チ
ヤ
ン
公
た
ま
ら
づ
名
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ん
ぐ
ん
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

品
物
を
さ
ら
ッ
て
に
げ
だ
す
所
を
士
官
軍
曹
を
い
か
け
て
取
も
ど
し
、
チ
ヤ
ン
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
ば
ん
　
　
　
　
　
　
じ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ほ
ん
ま
ち

や

さ
れ
て
に
げ
て
行
、
出
般
〔
帆
〕
時
間
に
早
け
れ
ば
此
間
に
日
本
町
へ
ひ
や
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
く
ん
た
い
つ
き
　
　
し
ゆ
ほ

に

出
か
け
た
、
此
日
本
町
と
云
ふ
の
ハ
諸
軍
隊
付
の
酒
補
〔
保
〕
二
て
、
此
商
人
が

し
よ
く
　
　
ひ
き
あ
げ
き
た
　
ミ

諸
々

よ
り
引
上
来
り
、
麦
に
か
り
小
屋
を
立
て
種
々
な
品
を
あ
き
な
ふ
、
中
二
も
多

　
　
の
み
や
も
も
の
の
く

き
ハ
呑
屋
な
り
、
持
ッ
て
る
者
ハ
呑
ん
だ
り
食
ッ
た
り
を
ご
ッ
た
り
、
有
ッ
て
も
し
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ん

ぼ
ふ

ハ
か
た

パ
ン

な
ん
ぞ
買
ッ
て
、
は
な
れ
た
草
原
に
ひ
と
り
で
あ
ぐ
ら
を
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

て

パ

く
つ
い
て
居
る
の
も
あ
る
、
一
文
な
し
の
や
つ
は
銭
を
貸
て
く
れ
と
い
ッ
て
先

　
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
と
　
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゑ

の

借
の

さ
い
そ
く
を
さ
れ
て
居
る
や
つ
も
あ
る
、
尤
も
其
の
は
つ
日
本
へ
帰
れ
ば
い

　
あ
よ
も
の
け
ん
く
ハ

つ
会
へ
る
か
わ
か
ら
ぬ
寄
り
あ
つ
ま
り
者
、
は
て
ハ
喧
嘩
を
す
る
大
さ
わ
ぎ
を
や
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
た
い
て
ふ
　
め
い
れ
い
　
を
い
く

て

い

た
、
其
の
内
に
い
よ
く
正
午
十
二
時
と
な
ッ
た
、
大
隊
長
の
命
令
二
て
追
々

　
　
　
　
　
　
　
こ
み
ほ
ん
せ
ん
ち
う
ゑ
つ
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
　
　
の

は
し
け
船
に
の
り
込
本
船
中
越
〔
越
中
〕
丸
に
乗
る
、
出
般
〔
帆
〕
、
十
七
日
十
八
十

　
　
せ
ん
ち
う
し
　
な
か
い
て
ふ
せ
ん
か
い

九
日
舟
中
支
那
海
朝
鮮
海
に
か
〉
り
た
れ
ど
山
は
少
し
も
見
へ
ず
海
ば
か
り
、
其
の
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二
十
八
年
六
月
廿
八
日
朝
四
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広
島
を
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車
二
て
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発
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夕
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小
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方
二
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る
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廿
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八
時
神
戸
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発
、
三
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東
京
新
橋

に

着
、
芝
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桜
田
備
前
町
自
宅
に
か
へ
る

（裏
表
紙
内
側
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
一
年
三
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
一
年
九
月
四
日
審
査
終
了
）
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